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競技規則1－定義と用語 

 

タッチ競技では、以下の定義と用語を用いる（異なる

説明がある場合は、その限りではない）。 

 

1. 「アドバンテージ」：一方のチームが、相手チーム

に対し、より得点しやすい可能性を与えるような性

質のプレーをいう。 

2. 「攻撃側チーム」：ボールを保持しているか、これ

から保持しようとしているチームをいう。 

3. 「アタッキング・スコアライン」：チームがタッチ

ダウンを記録するためには、このラインの上に、ま

たはこれを越えてボールを置かなければならない。 

4. 「後方」：自チームのディフェンディング・スコア

ラインに向かう位置・方向をいう。 

5. 「デッド・ボール」：ボールがプレーされていない

状況をいう。タッチの後ロールボールによりプレー

が再開されるまでの時間、タッチダウンやペナルテ

ィの後ゲームが再開されるまでの時間、ボールが地

面に落ちたり競技区域の境界外に出たときも含ま

れる。 

6. 「ディフェンディング・スコアライン」：タッチダ

ウンされないよう、チームが防御するラインをいう。 

7. 「防御側チーム」：ボールを保持していないチーム

である。 

8. 「デリバー」：ボールを手放すことをいう。 

9. 「ハーフ」：ロールボールするプレーヤーの後方で

ボールを確保するプレーヤーをいう。 

10. 「競技区域」：サイドライン、タッチダウンゾーン・

ラインによって境界づけられた区域をいう。それぞ

れのラインは境界外である。 

11. 「前方」とは、チームのアタッキング・スコアライ

ンに向かった位置または方向を意味する。 

12. 「フルタイム」：通常の競技時間が終わったときの

ことをいう。 

13. 「インターチェンジ・エリア」：長さ20メートル、

幅5メートル以内の長方形で、競技区域の両側に、

ハーフウェイ・ラインを中心にそれぞれ10メート

ル、サイドラインから1m離れたところにおかれる。 

14. 「タッチのマーク」：ボールを保持している攻撃側

のプレーヤーが、タッチの成立時にいた位置をいう。 

15. 「タップのマーク」：競技の開始時または再開時に

はハーフウェイ・ラインの中央である。それ以外の

場合は、違反行為の結果タップが与えられた位置を

いう。 

16. 「オフサイド」：攻撃側のプレーヤーにとってはボ

ールの前方の位置にいること、防御側のプレイヤー

にとってはペナルティが科される位置にいること

をいう。 

17. 「オンサイド」：そこにいることで、プレーヤーが

正当にプレーに参加できるような位置をいう。 

18. 「ペナルティ」：プレーヤーまたはチームが競技規

則に違反した場合に、（違反をおかしていない方の

チームに）タップを与えるレフリーの行為をいう。 

19. 「リバウンド」：最初にボールを持っていたプレー

ヤーからボールがはねたり、それ以外のプレーヤー

にボールが当たることをいう。 

20. 「ロールボール」とは、タッチまたは攻守交代の後、

ボールをプレーに戻す通常の行為である。 

21. 「ルーリング」：ある特定の状態が生じた結果、レ

フリーが行う決定をいう。その結果、プレーオン、

タップ、攻守交替のいずれかが指示される。 

22. 「スコアライン」：タッチダウンゾーンを競技区域

から区分するラインをいう。 

23. 「サイドライン」：競技区域の横の境界線である。 

24. 「タップ」：ゲームを開始する際、ハーフタイムや

タッチダウンが記録された後にゲームを再開する

際、ペナルティが科された後にプレーを再開する際

に用いられる方法をいう。 

25. 「タッチ」：ボールを保持するプレーヤーと防御側

のプレーヤーの間で生じる身体の接触をいう。「タ

ッチ」には、ボール・髪・衣服への接触が含まれ、

防御側のプレーヤーまたはボールを保持するプレ

ーヤーのどちらが行ってもよい。 

26. 「タッチダウン」：ハーフを除く攻撃側のプレーヤ

ーが、そのチームのアタッキング・スコアラインの

上に、またをそれを越えてボールを置くことをいう。 

27. 「タッチダウンゾーン」：サイドライン、スコアラ

イン、タッチダウンゾーン・ラインによって境界づ

けられる区域である。 

28. 「タッチダウンゾーン・ライン」：スコアラインか

ら5メートル以上10ｍ以内延長したサイドライン

同士を結ぶラインをいう。 

 

解説と注釈 

 

問 1-1：防御側プレーヤーは、いつオンサイドになるの

か？ 

答：防御側プレーヤーは、プレーヤーがプレーに関わ

ってよいとされ、ペナルティを科されない地点に戻れ

ばオンサイドとなる。例えば、ロールボールのマーク

から5メートル、タップのマークから10メートル、あ

るいは両足がスコアラインの線上か後ろにある場合で

ある。 

 競技規則1.16、競技規則13.3。 
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競技規則2－競技場とボール 

 

1. 「競技区域」：競技区域の形は長方形で、スコアラ

インからスコアラインまでの長さは70メートル、

幅は50メートルとする。 

2. 「ラインの表示」：競技区域を示すラインの表示は、

少なくとも幅2.5センチメートルで、「図１－競技

区域」に示す線図のように引かれなければならない。

サイドラインは、スコアラインから少なくとも5メ

ートル以上延長し、タッチダウンゾーン・ラインに

よって結ばれなければならない。インターチェン

ジ・エリアは長さ20メートル、幅5メートル以内

で、競技区域の両側に、サイドラインから1メート

ル離れたところに、ハーフウェイラインから両方向

に10メートルずつ広がるように引かれる。 

3. 「マーカー」：適当な大きさ・目立つ色で、安全か

つ柔らかい素材で作られたマーカーが、サイドライ

ンとスコアラインの交差点、ハーフウェイラインと

サイドラインの交差点に置かれなければならない

（「図１－競技区域」参照）。 

4. 「競技区域の地表面」：競技区域の地表面は通常草

地である。しかし、草地以外の地表面であっても、

国際タッチ連盟が承認した場合は使用してもよい。

負傷の原因となるような土の地表面は避けなけれ

ばならない。 

5. 「ボール」：競技は、国際タッチ連盟が承認した形・

色・サイズの、楕円形で、空気で膨らんだボールで

行われなければならない。ボールは標準的な空気圧

になるよう膨らまされたもので、入手可能であれば、

その時点において連盟が公式に承認し名前が入っ

たものを用いる。認定球のサイズは、長さ36セン

チメートルで周囲は55センチメートルである。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) ロールボールがスコアラインから5メートル以内、

タップがスコアラインから10メートル以内で行わ

れる場合、防御側のプレーヤーがオンサイドである

ためには、両足をディフェンディング・スコアライ

ンの上か後方に置かなければならない。 

B) チームのキャプテンは、ゲームの開始に先立ち、競

技場の条件・大きさ・環境の状態（たとえば、天候、

土の状態、競技場の表示）について、苦情を申し立

てることができる。 

C) ボールは、プレーヤーの衣服の下に隠してはならな

い。 

 

 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、ゲームの開始に先立ち、境界線やマー

カーが明確で安全であるかどうか点検しなければ

ならない。 

 

運営者に対する注記 

 

A) 連盟の役員は、競技会のゲームに用いられるすべて

のグラウンドが、「図１－競技区域」に示されるよ

うに表示されていることを確かめなければならな

い。最小限、スコアライン、サイドライン、タッチ

ダウンゾーン・ライン、ハーフラインが正しく表示

されていることが不可欠である。 

B) 競技場の大きさや競技規則その他の条件に関する

決定や変更は、連盟の理事または当該トーナメント

を担当する連盟役員が責任をもって行う。 

 

解説と注釈 

 

問2-1：防御中に、プレーヤーの両方のかかとがスコアラ

イン上にある場合、オンサイドか？ 

答：オンサイドである。両方の足（かかとは足の一部

である）が、スコアラインの線上または後ろにある。 
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競技規則3－プレーヤーの資格と服装 

 

1. 「競技者資格」：すべての参加プレーヤーは、登録

される可能性があった他のメンバーにより、彼らを

代表してプレーすることを公認されたメンバーと

して登録されなければならない。登録されていない、

または、公認されていないプレーヤーを出場させて

いるチームは、該当するゲームを没収される。 

2. 「ユニフォーム」：すべての参加プレーヤーは、国

際タッチ連盟に認められたチームユニフォームを

正しく身に着けなければならない。ユニフォームは

上着・短パン（または、女性プレーヤーの場合はブ

リーフ）・ソックス・靴から成る。 

3. 「靴」：どのプレーヤーも、ねじ込み式のスタッド

や滑り止めがついているシューズを履いてはなら

ない。薄手の皮または合成皮革製で、柔らかく成型

された底をもつブーツの使用は認められる。ただし、

個々のスタッドの長さは、ブーツの底から測って13

ミリメートル以下であること。 

4. 「競技者ナンバー」：すべてのプレーヤーは競技者

ナンバーを身に着けなければならない。競技者ナン

バーは、高さ16センチメートル以上で、上着の前

面または背面にはっきりと示されなければならな

い。ナンバーは、高さ8センチメートル以上であれ

ば、上着の前面または背面ではなく、両袖につけて

もよい。同一チーム内では、同一のナンバーを複数

のプレーヤーがつけてはならない。 

5. 「装身具と爪」：プレーヤーは、どんなゲームでも、

危険を招く装身具を身につけて参加してはならな

い。指の爪が長かったり、鋭い場合は、切るかテー

プをまかなければならない。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) プレーヤーは、寒い天候の場合には、競技役員の承

認の下、色とナンバーがよく見えることを前提とし

て、ユニフォーム以外の衣服を身に着けてもよい。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、上記の服装に関する要求事項が満たさ

れない限り、プレーヤーがゲームに参加すること許

してはならない。 

B) レフリーは、ゲームに先立ち、チームの服装と靴を

点検しなければならない。競技者の爪と装身具は、

特に念入りに点検しなければならない。 

 

 

運営者に対する注記 

 

A) 参加プレーヤーの競技者ナンバーは、番号順につけ

られていなければならないが、必須ではない。 

B) 軽微な服装の相違は、競技役員が認めてもよい。 

 

解説と注釈 

 

問3-1：競技規則では、ゲーム開始に先立って注意を払う

べき物品として、装身具、長い爪、長いスタッドだけを

挙げている。サングラス、ニー・ブレース（膝用装具）、

舌ピアス、へそリングなどのボディピアス等々の品々を

プレーヤーは身につけてよいのか？ 

答：どんなレベルのタッチでも、大会組織者はすべて

の参加者の安全に配慮する義務がある。参加者にはプ

レーヤー自身だけでなく、チームメイト、対戦相手、

観客といった、常に競技に近いところにいる人々が含

まれる。どんな物品であれ、たとえ医者の診断書が提

示されたとしても、大会組織者が危険とみなすものを

取り外さなければ、プレーヤーは競技に参加できない。 
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競技規則4－競技方法、ゲーム時間、得点 

 

1. 「目的」：タッチ競技の目的は、それぞれのチーム

がタッチダウンにより得点し、相手チームが得点す

ることを防ぐことである。 

2. 「競技方法」：ボールは、攻撃側チームのオンサイ

ド・プレーヤーの間で、パス・ノック・手渡しされ

る。あるいは、攻撃側チームのオンサイド・プレー

ヤーは、地域的な優位を獲得し得点しようと、ボー

ルを持って走ってもよい。防御側のプレーヤーは、

ボールを運んでいるプレーヤーにタッチすること

で、攻撃側チームが地域的な優位性を得ることを妨

げる。他のルールが適用されない限り、防御側のプ

レーヤーも攻撃側のプレーヤーも、タッチをしてプ

レーを止め、ロールボールで再開させる。 

3. 「競技時間」：ゲームは 45 分間で行われ、20 分ハ

ーフ2回と5分間のハーフタイムからなる。ゲーム

時間は例外的な場合にのみ延長可能である。 

4. 「プレーの終了」:ゲーム時間が終わったとき、次に

ボールがデッドになるまでプレーは継続される。こ

の時間帯にペナルティが科された場合、そのペナル

ティは有効である（プレーは次にボールがデッドに

なるまで継続される）。 

5. 「得点」：プレーヤーが（タッチされず、ハーフで

はない場合に）、そのチームのアタッキング・スコ

アラインの上に、またはそれを越えてタッチダウン

ゾーン内の地面にボールを置いた場合、タッチダウ

ンが与えられる。1タッチダウンは、1点である。 

6. 「勝利チーム」：プレーの終了時点により多くのタ

ッチダウンを記録していたチームが勝利チームと

して宣告される。両チームとも得点していない場合、

あるいは両チームが同数のタッチダウンを記録し

ている場合、引き分けが宣告される。 

7. 「勝ち点」：勝敗を争うゲームの場合、勝ち点は以

下のように与えられる。 

勝＝３点 

不戦勝＝３点 

引き分け＝２点 

負＝１点 

没収＝０点" 

8. 「同点時の延長戦」：勝利チームを確定するために

は、次の手順が用いられる。 

 

ドロップ・オフの手順 

i) ゲーム時間が終了した時点で同点の場合、レフリーは

ボールがデッドになるまで待って、プレーを停止し、

それぞれのチームにプレーヤーを 1 人ずつ減らすよ

う合図をする。チームは休息したり競技場を離れたり

せず、直ちにプレー再開のために位置につく。各チー

ムの攻撃する方向はゲーム終了時点と同じである。 

ii) 各チームがプレーヤーを1人ずつ減らしたら直ちに、

ハーフウェイラインの中央でタップをすることによ

り、ゲームを継続する。このタップは、ゲーム開始時

のトスに勝ったチームが行う。プレーヤーの交代は通

常の交代ルールに基づき、いつでも許される。 

iii) 2 分間の延長時間が終わった時点で号笛が鳴らされ、

レフリーは次のタッチまたはデッド・ボールでプレー

を止める。それぞれのチームがさらに1人ずつプレー

ヤーを減らし、フィールド内のプレーヤーを4人ずつ

にする。 

iv) プレーヤーが競技区域を出たら直ちに、プレーが停止

されたのと同じ場所でプレーが再開される（このと

き、プレー停止時のタッチ回数で攻撃側チームが引き

続きボールを保持することもあれば、プレー停止が何

らかの違反や６回目のタッチによるものであれば、攻

守は交代する） 

v) ドロップ・オフの間は休息時間はないので、2 分間が

経過し号笛が鳴っても時計は止まらない。 

vi) 2 分間が経過するごとに、新たに１人のプレーヤーを

減らす合図が鳴らされる。 

vii) それぞれのチームが3人ずつになるまでプレーヤーを

減らしたら、それ以上プレーヤーを減らさずに、タッ

チダウンが記録されるまでゲームが継続される。各チ

ーム3人ずつのとき、プレーヤーが残りのゲーム時間

から退場させられた場合、退場者を出したチームは失

格し、ゲームに敗れる。 

viii) ドロップ・オフの間、勝利チームが宣告される前に、

どちらのチームもボールを保持したことがなければ

ならない。一方のチームが、相手チームがボールを保

持する前に得点した場合、タッチダウンがカウントさ

れ、ゲームは通常のタッチダウンが与えられた場合と

同様に再開される。（再開後、タッチダウンをしなか

ったチームの）ボール保持が失われた時点で、勝利チ

ームが確定される。 

ix) どのプレーヤーを退出させるかは、キャプテン、コー

チなど、完全にチームのマネジメントに委ねられる。 

x) ドロップ・オフにおいて時間を浪費したプレーヤーま

たはチームには、ゲームが再開される場所においてペ

ナルティが科される。 

 

プレーヤーに対する注記 

a) 本来の競技時間内に、退場させられたプレーヤーは、

延長時間に参加することはできない。 

b) そのゲームから退場させられた1人または複数のプレ

ーヤーがいるチームは、その人数だけ少ない人数で延

長時間を開始する。したがって、もし1人のプレーヤ

ーが退場させられたなら4人で、2人のプレーヤーが
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退場させられたなら3人で、そのチームは開始する。

ドロップオフの間、それぞれのチームは競技規則に従

って人数を減らしていくが、このようにして、他方の

チームは本来の競技時間において得ていた人数面の

優位性を確保する。一方のチームのプレーヤーが3人

だけになったら、どちらのチームも、それ以上の削減

はしない。負傷したプレーヤーはいつでも交代でき

る。 

c) ミックスチームは競技規則5.2に適合する限りにおい

て、どんな順序で人数を減らしてもよい。ただし、競

技区域には常に、最低1人の男性プレーヤーと1人の

女性プレーヤーがいなければならない。 

9. 「放棄ゲーム」：どんな状況によるものであっても、

ゲームが放棄された場合、管轄する協会は結果を確

定しなければならない。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) タッチダウンしようとして、プレーヤーがスコアラ

インの手前で地面にボールを置き、手を離した場合、

タッチがカウントされ、そのプレーヤーはボールが

地面と接触した位置においてロールボールでプレ

ーを再開することを求められる。しかし、（ハーフ

以外の)プレーヤーがタッチされずに、スコアライン

まで、あるいはスコアラインを越えて地面の上でボ

ールを滑らせた場合は、タッチダウンとなる。プレ

ーヤーが手からボールを離さない限り、タッチはカ

ウントされずゲームは継続する。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、「故意の反則」を犯したプレーヤーを

認識し、適切な対処をしなくてはならない。 

B) 得点しようとする際、プレーヤーがコーナーに置か

れたマーカーに触れたり、延長されたサイドライン

を越えた場合、タッチダウンは与えられず、相手チ

ームにより、スコアラインから5メートル、サイド

ラインから5メートル内側の地点でのロールボール

でゲームは再開される。 

 

運営者に対する注記 

 

A) 競技役員は、すべてのゲームに公式タイムキーパー

を用意するよう努めなければならない。タイムキー

パーが指定されていない場合、レフリーは唯一のタ

イムキーパーとして行動しなければならず、それゆ

えに時計を身につけることが許される。 

B) 延長時間のプレーが行われる場合、競技役員は2分

間隔の計時に責任を有する。 

 

解説と注釈 

 

問4-1：ドロップオフの際にボールを保持しているチーム

にとって、この場合「ボールの保持」とはどういうこと

を意味するのか。 

答：防御側プレーヤーがフィールドにいなければ、タ

ッチダウンを記録できるような位置にいる限りにおい

て、チームがボールをコントロールしていることをい

う。 

 

問4-2：ボールを保持しているプレーヤーが、タッチダウ

ンを記録しようとして地面にボールを置いた（ボールか

ら手を離した）が、スコアラインに届かなかった。 

答：ボールの保持は継続し、タッチがカウントされる。

ロールボールによりプレーが再開される。（タッチをカ

ウントすると）シックス・タッチになる場合か、プレ

ーヤーがハーフだった場合には、ボール保持が失われ

る。 

 競技規則4、プレーヤーに対する注記A。 

 

問4-3：レフリーに対する注記Aでは、「適切な対処」と

いう用語を用いている。それはどのように定義されるの

か。 

答： 

a) プレーを継続しながら警告 

b) ペナルティ 

c) 一時退場 

d) 退場 

e) 常習違反者を除外するよう、キャプテンに勧告 

 競技規則17、レフリーに対する注記D 

 

問4-4：サドンデスの延長時間内に、ゲーム結果が宣告さ

れる前に両チームがボールを保持しなければならないと

すると、一方のチームのみがボールを保持しタッチダウ

ンを記録した場合はどうなるか（そしてその手続きは）。 

答：レフリーはタッチダウンを認定し、ハーフウェイ

上のマークで、得点された側のチームによるタップに

より、プレーを再開する。得点された側のチームは、

シックス・タッチまで、もしくは（その他の理由で）

ボール保持を失うまで、ボールを保持する。このチー

ムがボール保持を失うまでに得点しなければ、もう一

方の（最初に得点した）チームが勝者として宣告され

る。 

 競技規則4.8 ⅱ)。 
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問4-5：サドンデスの延長時間内に、ゲーム結果が宣告さ

れる前に両チームがボールを保持しなければならないと

すると、相手チームがボールを保持する前に、シックス・

アゲインを得てタッチダウンを記録した場合はどうなる

か。 

答：レフリーはタッチダウンを認定し、ハーフウェイ

上のマークで、得点された側のチームによるタップに

より、プレーを再開する。通常の競技時間内と同様、

チームは、ボールがデッドになるまで（例えばボール

保持を失うまで）、ボールを保持することができる。 

 

問4-6：サドンデスの延長時間内に、ゲーム結果が宣告さ

れる前に両チームがボールを保持しなければならないと

して、タップをしたチームが、最初のシックスタッチま

での間に得点した。得点されたチームがタップを行い、

相手チームがパスをインターセプトしようとしてボール

を落とした。このときボールデッドとなり、ゲームは終

了するのか。 

答：終了する。そのチームはボールを保持し、その後

に失ったので。 

 

問4-7：延長時間において、一方のチームがタップを行い

タッチダウンを記録した。もう一方のチームがタップし、

得点しようとする間にボールが地面にたたき落とされた

（故意に、あるいはインターセプトをしようとして）。こ

れにより防御側チームがボール保持を得て、攻撃側チー

ムがボール保持を失うので、ゲームは終了するのか。 

答：終了する。そのチームはボールを保持し、その後

に失ったので。 

 

問4-8：サドンデスの延長時間内に、ゲーム結果が宣告さ

れる前に両チームがボールを保持しなければならないと

して、タップしたチームのパスがインターセプトされた。

そして、ボールを保持したプレーヤーがパスしようとし

て再びインターセプトされ、タッチダウンが奪われた。

次はどうなるのか。 

答：タッチダウンが認定され、両チームがボールを保

持したのでゲームは終了する。 

 競技規則4.8. ⅱ)。 

 

問4-9：サドンデスの延長時間内に、ゲーム結果が宣告さ

れる前に両チームがボールを保持しなければならないと

すると、両チームとも最初のシックスタッチまでの間に

得点し、同点になった後にタップでゲームを再開したチ

ームがそのまま得点したらどうなるか。 

答：ゲームは終了し、最後に得点したチームが勝者と

して宣告される。 

 

 

問 4-10：延長時間にタップしたチームが得点しようとす

る間に、防御側プレーヤーがルール違反を犯し、攻撃側

チームにペナルティタップが与えられた。攻撃側チーム

が次のシックスタッチまでの間にタッチダウンを記録し

た場合、このペナルティによって、防御側チームはボー

ル保持する権利を失い、勝者が宣告されるのか。 

答：勝者は宣告されない。防御側チームはボールを保

持しておらず、タップによりゲームを再開することが

できる。 

 

問 4-11：ドロップオフの際に、プレーヤー数が 3 人まで

減り、一方のチームのプレーヤーをレフリーが退場に処

した場合、どうなるか。 

答：ゲームは打ち切られ、退場者を出さなかったチー

ムが勝者として宣告される。競技規則5・レフリーに対

する注記 A を適用。ドロップオフにおいて、3 人が最

少人数である。 

 

問4-12：5人しかいないチームで、1人のプレーヤーが怪

我をして、4人だけでゲームを終えた。ドロップオフ開始

の際、そのチームは 4 人だけがフィールドにおり、怪我

をしたプレーヤーは復帰できなかった。最初の 2 分間が

過ぎた場合どうなるか。4人だけのチームは1人減らすの

か。 

答：4人だけのチームは、最初の2分間は、5人でドロ

ップオフを開始したと見なされる。それゆえ、2分経過

後も、相手チームと同数（4人）のプレーヤーでよい。 

 

問4-13：5人しかいないチームで、1人のプレーヤーが怪

我をして、4人だけでゲームを終えた。ドロップオフ開始

の際、そのチームは4人だけがフィールドにいた。5人目

のプレーヤーが十分に回復したとき、最初の 2 分間が経

過する前にフィールドに復帰できるか。 

答：怪我をしたプレーヤーは、そのチームに許された

最大人数を超えない限り、いつでもフィールドに戻れ

る。このケースでは、当該チームから退場者が出てい

ないため、怪我をしたプレーヤーはフィールドに戻る

ことができ、両チームが同人数になる。 

 

問 4-14：5 人しかいないチームで、ゲーム終了の時に同

点だった。ドロップオフでは勝者を決めなければならな

い。5人だけのチームはどんな順番でプレーヤーを減らす

のか。そのチームは、両チームの人数が 5 人になるのを

待つのか、それとも両チームの人数が同じになる前に、

先に人数を減らして3人にするのか。 

答：ドロップオフでは、6人のチームは最初の2分経過

後に 1 人減らすが、5 人だけのチームはさらに 2 分経

過するまでプレーヤーを減らさない。 
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問 4-15：ゲームを通じて 5 人だけのチームが、勝者を決

めるドロップオフを開始した。競技規則は、レフリーは

「･･･それぞれのチームにプレーヤーを1人ずつ減らすよ

う合図をする。」と規定している。それは、既に5人しか

いないチームも人数を 1 人ずつ減らさなければならない

ことを意味するのか。 

答：問 4-13 参照。同様の原則を適用。当該チームは、

ドロップオフ開始に際して人数を減らす必要はない。

競技規則そのものが、ドロップオフ開始時の人数は、

（他のあらゆる条件が等しいとして）5人と規定してい

る。 

 

問 4-16：5 人だけのチームで 1 人が退場処分を受けた。

ゲーム時間終了時点で同点で、勝者を決めるためドロッ

プオフを行う。4人だけになったチームはどうなるのか。 

答：5人だけのチームは、ドロップオフを、相手より1

人少ない状態でプレーする。このため、4 対 5、3 対 4

となるが、3人だけしかいなくなったチームは、4分経

過した時点で、2人に減らすことはできない。このため、

退場者を出していないチームが、相手の反則行為によ

る不利益を被らないよう、結果が出るまで、ゲームは3

対4のまま継続する。 

 

問 4-17：5 人だけのチームで 2 人が退場処分を受けた。

ゲーム時間終了時点で同点で、勝者を決めるためのドロ

ップオフを行う。3 人だけになったチームはどうなるの

か。 

答：5人だけのチームは、ドロップオフを、相手より2

人少ない状態でプレーする。このため、3対5となる。

3人だけしかいなくなったチームは、2分経過した時点

で、2 人に減らすことはできないが、相手チームは 1

人減らさなければならず 3 対 4 となる。これ以上のド

ロップオフは行われない。退場者を出していないチー

ムが、相手の反則行為による不利益を被らないよう、

結果が出るまで、ゲームは3対4のまま継続する。 

 

問 4-18：地面がぬれた状態で、ボールを保持したプレー

ヤーがスコアラインに向けてダイブし、1メートル手前で

着地したが、慣性でスコアラインを超えた。タッチダウ

ンは認められるか。 

答：プレーヤーがボールを保持し続けていれば、タッ

チダウンが認定される。 

 競技規則4、プレーヤーに対する注記A。 
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競技規則5－チームの構成と交代 

 

1. 「プレーヤーの人数」：1チームは14人で構成され、

どんなときでも、競技区域にいることができるのは

6人以内である。 

 ルーリング：（競技人数の）違反が確認され

た時点にボールがあった場所で、違反を犯し

ていないチームにペナルティタップが与え

られる。 

2. 「ミックスのゲーム」：ミックスのゲームでは、競

技区域内にいることが許される男性プレーヤーの

最大人数は3人である。競技区域内には少なくとも

1人の男性プレーヤーがいる必要がある。 

 ルーリング：（競技人数の）違反が確認され

た時点にボールがあった場所で、違反を犯し

ていないチームにペナルティタップが与え

られる。 

3. 「交代」：プレーヤーは交代の手順にしたがって、

いつでも交代することができる。1 人のプレーヤー

が交代できる回数に制限はない。 

4. 「交代の手順」：交代プレーヤーは、ゲーム時間中

インターチェンジ・エリア内にとどまっていなけれ

ばならない。すべての交代は、そのチームのインタ

ーチェンジ・エリアにおいて、退出プレーヤーがイ

ンターチェンジ・エリアの境界を越えて中に入った

後においてのみ、行われなければならない。すべて

の交代は遅滞なく競技区域の片側で行われなけれ

ばならない。交代するプレーヤー間の身体接触は行

われなくてもよい。競技区域を離れつつあるプレー

ヤーも入りつつあるプレーヤーも、プレーの妨げや

障害になってはならず、オンサイドの位置から競技

区域に入らなければならない。タッチダウンが記録

された後は、退出プレーヤーがインターチェンジ・

エリアに入るのを待つことなく自由に交代してよ

い。 

 ルーリング：（交代の違反があった場合）退

出するプレーヤーが競技区域を出た場所か、

交代プレーヤーが競技区域に入った場所か、

相手チームにとってアドバンテージがより

大きい方の場所から競技区域に 5 メートル

入ったところで、違反を犯していないチーム

にペナルティタップが与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) 1 チームは 14 人のプレーヤーで構成されるが、ゲ

ームを継続するためには最小限 4 人が必要である。

競技区域の内外にかかわらずゲームに参加してい

るすべてのプレーヤーは、レフリーの直接管理下に

ある。 

B) ミックスのゲームにおける女性プレーヤーは、どの

ポジションでプレーしてもよい。男性プレーヤーは、

競技規則5.2に適合する限りにおいて、女性プレー

ヤーと交代することができる。 

C) 攻撃側のプレーヤーも防御側のプレーヤーも、規則

5.4 にしたがって交代しなくてはならない。交代プ

レーヤーは、勝手に競技区域の外に居続けることは

できない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) 一方のチームの競技区域内のプレーヤー数が4人を

下回った場合、ゲームは終了し、違反を犯していな

いチームが勝利チームとして宣告される。これは、

退場させられたプレーヤーがいる場合には適用さ

れるが、負傷や一時退場の場合には適用されない。 

B) ゲーム開始に遅れたプレーヤーは、そのチームの競

技区域内のプレーヤーが6人に満たなければ、直ち

に競技区域に入ってよい。 

 

解説と注釈 

 

問5-1：一方のチームのプレーヤーが一時退場を受けた。

そのプレーヤーは、自チームのアタッキング・スコアラ

インの向こうに移動した。一定の時間が経過し、レフリ

ーが退場させたプレーヤーにゲームに戻るよう合図し

た。その際、当人ではなく別のプレーヤーが（フィール

ド内の）チームに加わった（フィールドのどの場所かに

かかわらず）。こうした交替は許されるか。 

答：許される。退場させられたプレーヤーは、競技区

域内にはおらず、レフリーからゲームに呼び戻された

あといつでも、交代可能である。オンサイドの位置か

ら交代するという以外、通常の交代手続きは適用され

ない。 

 

問5-2：ボールを保持して下がっているプレーヤーが、周

囲にチームメイトがいない状態でタッチされた。このプ

レーヤーはロールボールを行い、交替ルールに則って交

替した。交替したプレーヤーが競技区域に入り、ハーフ

の位置に直接入った。このような交替は許され、新たに

入ったプレーヤーはハーフになることができるのか。 

答：交代の手続きが競技規則に則ったものであれば、新

たに競技区域に入ったプレーヤーはどのポジションに

入ってよいし、ハーフでもできる。交代に入ったプレー

ヤーはロールボールをしたプレーヤー（ロールボールを

したプレーヤーは（ハーフになって）ボールを拾うこと

はできない）と入れ替わるが、同一人物ではないので、

新たに入るプレーヤーはハーフになってよい。 
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問5-3：ドロップオフの際、1チームの（競技区域内の）

人数がに 3 人になった場合、ボールを保持したままタッ

チされたプレーヤー（チームメイトは周辺にいない）が、

素早くロールボールをして、すぐに交替することはでき

るか。交替に競技区域に入るプレーヤーは直接ハーフに

なることができるか。 

答：ドロップオフの際であっても、このような交替は、

5-2の答えで示したのと全く変わらない。交替の手続き

が競技規則に則ったものであれば、競技区域に入るプ

レーヤーは、好きなポジションに入れるし、ハーフに

なってもよい。 

 

問5-4：ミックス・チームの場合、ゲームを開始するため

の最少構成はどのようなものか。 

答：いくつかの組み合わせがある； 

男性１人と女性3人 

男性2人と女性2人 

男性3人と女性1人 

 

問5-5：ミックス・チームの場合、競技区域内の6人の構

成はどうなるか。 

答：いくつかの組み合わせがある； 

男性１人と女性5人 

男性2人と女性4人 

男性3人と女性3人" 

 

問 5-6：ミックス・チームの場合、チームの人数が 12 人

であればどういう構成になるか。 

答：多くの組み合わせがある。どんな時でも、男性は3

人までしか競技区域内に入れず、競技区域内にいなけ

ればならない最少人数は 4 人である。男性 1 人と女性

11 人から、男性 11 人と女性 1 人までの間のどんな組

み合わせでもよい。 

 

問5-7：ミックスのゲームで、男性プレーヤーが一時退場

にされ、女性 3 人と男性 2 人になった。次の交替で、コ

ーチが女性プレーヤーと男性プレーヤーを入れ替え、女

性 2 人と男性 3 人になった。退場になったプレーヤーを

レフリーが競技に復帰させたとき、コーチはそのプレー

ヤーを女性と入れ替えた。これは許されるか。 

答：許される。コーチは、男性プレーヤーの最大可能

人数と、女性プレーヤーの最少人数に違反しない限り、

どんな組み合わせでチームを構成してもよい。 

 

問5-8：ミックスのゲームで、男性プレーヤーが退場にさ

れ、女性 3 人と男性 2 人になった。次の交替で、コーチ

が女性プレーヤーと男性プレーヤーを入れ替え、女性 2

人と男性3人になった。これは許されるか。 

答：許される。コーチは、男性プレーヤーの最大可能

人数と、女性プレーヤーの最少人数に違反しない限り、

どんな組み合わせでチームを構成してもよい。 

 

問5-9：サイドライン際のウイングが、アタッキング・ス

コアライン近くで、2人の防御側プレーヤーの厳しいディ

フェンスを受けた（マン・ツー・マンスタイルのブロッ

クディフェンス）。ウイングは競技区域の外に踏み出し、

防御側プレーヤーを回り込んでタッチダウン・ゾーンに

入り、ボールを保持したプレーヤーがこのウイングにパ

スして得点した。これは許されるか。 

答：許される。レフリーは他のすべての要素を勘案し

た上でタッチダウンを与える。従来、競技区域の外に

いて、それからプレーに参加するプレーヤーについて

の一般的な規定は、サイドラインに沿って行ったり来

たりする交替プレーヤーに意図的に紛れようとする行

為に関するものだった。交替ボックスができたので、

こうした状況はある程度なくなったが（交替ボックス

区域を除いて）、この問のような行為は、競技区域外に

意図的に留まろうとするものではない。 
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競技規則6－プレーの開始及び再開 

 

1. 「トス」：両チームのキャプテンは、レフリー立会

いの下でコインをトスし、勝ったキャプテンのチー

ムが、前半の開始時にボールを保持し、前半の攻撃

方向を選択し、延長時間を含めゲームを通じてのイ

ンターチェンジ・エリアを選択することができる。 

2. 「攻撃側チーム」：攻撃側チームは、レフリーのゲ

ーム開始の指示があった後、ハーフラインの中央に

おいてタップによってゲームを始める。攻撃側チー

ムのすべてのプレーヤーは、ボールがタップされる

までオンサイドの位置にいなければならない。 

 ルーリング：ハーフウェイラインの中央にお

いて、ボール保持チームの交替。 

3. 「タップの方法」：タップは、マークの位置もしく

はその後方の地面にボールを置き、両手をボールか

ら離し、どちらかの足で1メートル以内に軽く蹴り、

しっかりとボールを拾い上げることによって行わ

れる。攻撃側チームのどのプレーヤーがタップして

もよい。攻撃側チームのオンサイドのプレーヤーで

あれば、タップが行われた後、誰がボールを拾い上

げてもよい。 

 ルーリング：タップのマークの位置でボール

保持チームの交替。 

4. 「防御側チーム」：防御側チームのすべてのプレー

ヤーは、タップのマークから 10ｍ以上後退しなけ

ればならない。防御側のプレーヤーは、足でボール

がタップされたら、その位置から前方に出てよい。 

 ルーリング：元のマークから 10 メートル前

方に伸びる線上で、攻撃側チームにペナルテ

ィタップが与えられる。 

5. 「プレーの再開」：ハーフタイム後のプレー再開で

は、チームは攻撃する方向を変え、トスで負けたチ

ームが競技規則6.2及び 6.3 に記述されるようにタ

ップでゲームを開始する。タッチダウンが記録され

た後のプレー再開では、得点をとられたチームが、

競技規則 6.2 及び 6.3に記述されるようにプレーを

再開する。 

6. 「キッキング」：タップやロールボールを行う場合

以外に、ボールを蹴ったり、足でプレーしてはいけ

ない。ハーフはボールをコントロールするために足

を使ってもよい。 

 ルーリング：ボールが足に当たった場所にお

いて、違反を犯していないチームにペナルテ

ィタップが与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) タップしようとするプレーヤーは、どの方向に向い

てタップを行ってもよく、ハーフウェイラインの前

方にいて行ってもよい。 

B) タップしようとするプレーヤーは、ボールをタップ

するのに先立って、レフリーがマークを示すまで待

たなくてはならない。 

C) プレーヤーは、マークの後方最大 10 メートルまで

ボールを下げてタップを行ってもよい。マークから

横方向への移動は許されない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、タッチダウンによる得点からプレー再

開までの遅れを最小限にしなくてはならない。 

B) レフリーはタッチダウン後のプレーを遅延しよう

とするプレーヤーにペナルティを科すべきである。

得点されたチームが遅延の原因であれば、ペナルテ

ィタップはハーフウェイラインの中央に与えられ

る。得点したチームが遅延の原因であれば、ペナル

ティタップはハーフウェイラインから 10 メートル

前方において与えられる。 

 

解説と注釈 

 

問6-1：ペナルティタップを与えられたチームが、マーク

から10メートル後方にボールを戻すこととした。防御側

チームは、タップが行われる場所にどこまで近づけるか。 

答：ボールがタップされない限り、防御側チームはレ

フリーが示したマークから10メートル以内には入れな

い（競技規則6.4）。攻撃側チームがマークから10メー

トルまでならボールを下げることができるからといっ

て（競技規則 6・プレーヤーに対する注記C）、防御側

が、レフリーが示したマークから10メートル以内に近

づけることにはならない。 
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競技規則7－ボール保持権 

 

1. 「一般的規定」：他の競技規則が適用されない限り、

ボールを持っているチームは、相手チームとボール

保持権を交替するまでに、６回のタッチを行う権利

を有する。 

2. 「チェンジオーバーの手順」：6回目のタッチその他

の理由によりボール保持権が失われた後、ボール保

持権を失ったチームのプレーヤーは、相手チームの

最も近くにいるプレーヤーにボールを手渡すかパ

スする、もしくは、遅滞なくマークされた地点にボ

ールを置かなければならない。攻撃側のプレーヤー

が要求した場合には、ボールが渡されなければなら

ない。プレーヤーは、チェンジオーバーの手順を遅

らせてはならない。 

 ルーリング：ボール保持権が交替した場所か、

ペナルティが課された場所から 10 メートル

前方で、違反を犯していないチームにペナル

ティタップが与えられる。 

3. 「ボール・トゥ・グラウンド」：ボールが地面に落

ちた場合、ボール保持権が交替する。ボール保持権

交替時のマークは、ボールが最初に地面に落ちた場

所、もしくは攻撃側プレーヤーがボールを落とすか

パスした場所のいずれかより、ボール保持権を得る

チームにとってより大きなアドバンテージがある

方になる。 

4. 「ミスハンドルド・ボール」：プレーヤーがボール

の扱いを誤っても、ボールが地面に落ちなければ、

プレーは継続される。 

5. 「インターセプト」：オンサイドの防御側プレーヤ

ーによるインターセプトは許される。インターセプ

ト後、最初のタッチが成立するか、タッチダウンが

記録されるか、何らかの理由で中断が生じるまで、

プレーは継続される。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) ボールが物理的に手の中に収まっていない時（たと

えばお手玉したりコントロールしようとしている

時）、ボールを保持するプレーヤーに対するタッチ

が成立した場合、タッチはカウントされる。 

B) インターセプトの際にボールを前方にはじいても、

ボールが地面に落ちる前に同一のプレーヤーが取

るのであれば、インターセプトは認められる。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、通常のチェンジオーバー手順の間、プ

レーヤーが故意にプレーを遅らせようとしていな

いか、見ておかなければならない。 

B) プレーヤーのコントールの下にありながら、ボール

が地面に触れた場合（つまづいた場合など）、ボー

ル保持権は交替せず、プレーは継続される。 

C) プレーヤーは、ディフェンディング・スコアライン

の後方でインターセプトしてもよい。ディフェンデ

ィング・スコアライン上またはその後方で、ボール

を持っているプレーヤーがタッチされるか、タッチ

した場合、タッチはカウントされ、タッチが成立し

た場所からスコアラインの5メートル前方でのロー

ルボールでプレーを再開する。 

 

解説と注釈 

 

問7-1：ボールを保持したプレーヤーが、タッチダウンし

ようとしてボールを地面に着けたが、スコアラインに届

かなかった（ただし、ボールは離していない）。 

答：タッチはカウントされない、プレーオン。 

 競技規則7、レフリーに対する注記B。 

 

問7-2：プレーヤーは、タッチダウンを記録した後、ボー

ルを拾って相手チームに渡さなければならないか？ 

答：得点者がボールを拾って相手チームに渡すことは、

義務ではない。もしレフリーにそうするよう指示され

たなら、プレーヤーは従わなければならないが、この

指示は、相手チームのプレーヤーが追いかけてきてお

らず、ハーフウェイ付近でリスタートを待っている場

合にのみ与えられるべきである。 

 

問7-3：インターセプトしようとしている防御側プレーヤ

ーと、ボールをキャッチしようとしている攻撃側プレー

ヤーが競り合っている。どちらがボール保持権を得る

か？ 

答：防御側プレーヤーが明らかに最初にボールを手に

入れたのでない限り、攻撃側チームがボール保持権を

失うとはみなされない。 
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競技規則8－パス 

 

1. 「一般的規定」：ボールを持っているプレーヤーは、

パス、フリック（はじく）、ノック（打つ）、スロー

などの手段で、攻撃側チームのどのオンサイド・プ

レーヤーに対してもボールを渡すことができる。 

2. 「フォワード・パス」：ボールを持っているプレー

ヤーは、パス、フリック（はじく）、ノック（打つ）、

スロー、その他の手段で、ボールを前方に進めては

ならない（競技規則７プレーヤーに対する注記を参

照）。 

 ルーリング：ボールがパス、フリック（はじ

く）、ノック（打つ）、スロー、その他の手段

で前方に進められた地点で、違反を犯してい

ないチームにペナルティタップが与えられ

る。 

3. 「相手チームプレーヤーへのパス」：防御側のプレ

ーヤーにボールをパスしたことによりボール・ト

ゥ・グランドが生じた場合、ボール保持権は失われ

る。しかし、防御側のプレーヤーがボールをとろう

としたりボールをプレーしようとして、ボール・ト

ゥ・グランドが生じた場合、攻撃側チームはボール

保持権を維持する。この場合、ボールが地面に落ち

た場所か、違反を犯していないチームにとって最も

アドバンテージが大きい場所がマークされ、そこで

プレーが再開される。タッチカウントは最初から数

え直す。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) プレーヤーが、ボールをコントロールしようとして

お手玉したりボールを前方にはじいた場合、自分で

再びとることができれば、ペナルティを科されない

（競技規則7プレーヤーに対する注記を参照）。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) ボールの受け手が、パスの前にはオンサイドの位置

にいたとしても、フォワードパスにはペナルティが

科される。 

B) レフリーは、故意に相手のプレーヤーにパスをする

プレーヤーを、とくに５回目のタッチ後には、よく

見ておかなければならない。 

C) ボールが地面に落ちても、また、6 回目の攻撃のと

きであっても、フォワードパスにはペナルティが科

される。 

 

 

解説と注釈 

 

問8-1：ボールを持っているプレーヤーがボールを前方に

お手玉した。そのボールは、元のプレーヤーから、オン

サイドの位置にいた味方プレーヤーに渡った。これは許

されるか？ 

答：フォワードパス。 

 競技規則8.2。 

 

問8-2：プレーヤーが、味方からパスされたボールよりも

前に行ってしまった。そのパスは、後方に投げられたが、

パスをした味方プレーヤーよりも前に行ってしまったプ

レーヤーは、ボールをとるために、後ろに手を伸ばさな

ければならない。 

答：ボールを受けようとするプレーヤーはオフサイド

ではない。競技規則8.1及び13.1は適用されない。 

 

問8-3：ボールを持っているプレーヤーがボールを前方に

はじいた。そのボールは防御側プレーヤーに当たって、

攻撃側チームの別のプレーヤーに戻った。 

答：ボール保持権は防御側チームに移る。 

 競技規則8、プレーヤーに対する注記A。 
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競技規則9－ロールボール 

 

1. 「ロールボールが必要な場合」：以下の場合にプレ

ーヤーはロールボールを行う。 

a） タッチが成立した場合 

b） シックス・タッチによりボール保持権が交替し

た場合 

c） ボール・トゥ・グラウンドによりボール保持権

が交替した場合 

d） 攻撃側プレーヤーがペナルティまたはタップ

の際に違反を犯したことによりボール保持権

が交替した場合 

e） ハーフがボールを持ったままタッチされる（ス

コアライン上またはスコアラインを越えてボ

ールを置く）ことによりボール保持権が交替し

た場合 

f） ボールを持ったプレーヤーがサイドラインを

横切って走ったことによりボール保持権が交

替した場合 

g） レフリーが指示した場合" 

2. 「ロールボールの方法」：攻撃側プレーヤーは、マ

ークの位置で、アタッキング・スコアラインに向か

い、サイドラインに平行に立ち、両足の間から、1

メートル以内でボールを後方に転がす。ボールがマ

ーク上に置かれた場合、攻撃側プレーヤーはボール

をまたいでもよい。 

 ルーリング：マークの位置でボール保持権の

交替。 

3.  

a）「攻撃側チーム」：ロールボールを行った以外の

攻撃側プレーヤーは、誰でもロールボールされ

たボールを受け、ハーフになってよい。ハーフ

はボールをパスするか持って走ることができる

が、タッチされた場合にはボール保持権を失う。 

 ルーリング：ボール保持権の交替。 

b）ハーフはボールを遅滞なく拾い上げなければな

らない。ロールボールを行ったプレーヤーは、

防御側チームがボールをとろうとしたりハーフ

にタッチしようとする妨げや障害になってはな

らない。 

 ルーリング：違反が犯された場所で、違反を

犯していないチームにペナルティタップが

与えられる。 

4. 「防御側チーム」：防御側チームのすべてのプレー

ヤーは、ロールボールのマークから5メートル以上

後退しなければならない。防御側チームのプレーヤ

ーは、ハーフがボールに触れるまで、5 メートルの

位置より前方に動くことは認められない。 

 ルーリング：ロールボールのマークより5メ

ートル前方のライン上で、違反が犯された場

所に最も近いところで、攻撃側チームにペナ

ルティタップが与えられる。 

5. 「ハーフがいない場合」：ハーフがいない場合にボ

ールを持ったプレーヤーがロールボールを行う場

合、防御側チームは、ボールを持ったプレーヤーの

手からボールが離れたらすぐに、5 メートルの位置

より前方に動いてもよい。（その結果）防御側プレ

ーヤーがボールをとった場合、同じマーク上でのロ

ールボールによりゲームが再開される。 

6. 「ボランタリー・ロールボール」：ボールを持った

プレーヤーは、タッチが成立しない限りロールボー

ルをしてはならない。 

 ルーリング：ロールボールが行われたマーク

上で、違反を犯していないチームにペナルテ

ィタップが与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) ロールボールにおいて、ボールは地面に触れなけれ

ばならないが、必ずしも転がされなくてもよい。ボ

ールをコントロールするために足を使ってもよい。 

B) ロールボールをしようとするプレーヤーは、静止し

ていなければならない。プレーヤーが、片足でバラ

ンスを取っている間に、その軸足の内側をボールが

通る場合は、ペナルティを科されない。 

C) ロールボールの際にオフサイドの位置にいる防御

側プレーヤーは、ペナルティを犯しやすいため、タ

ッチが成立するかオンサイドと思われる位置に戻

るまで、プレーに参加しないほうがよい。 

D) ロールボールを行ったプレーヤーが、そのボールを

自分で拾うことはできない。 

E) タッチした防御側プレーヤーは、タッチの位置から

5 メートル後方のライン上、または自チームのディ

フェンディング・スコアライン上まで後退しなけれ

ばならない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) ペナルティ時のタップのマークは、競技規則9.4に

従って、ロールボールのマークから5メートル前方

のライン上で、違反が犯された場所に最も近いとこ

ろに与えられる。 

B) ハーフは、ボールをコントロールするために足を使

うことが認められるが、プレーが遅滞してはならな

い。防御側プレーヤーは、ハーフがボールに触れた

ら前方に動いてよい。 

C) ボールを持ったプレーヤーは、ボールを地面に着け

たまま走ったり立ったりしてもペナルティを科さ

れない。しかし、ボールが転がされたら、競技規則
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9.6（ボランタリー・ロールボール）が適用される。 

D) 自由なゲームの流れになるよう、レフリーは、オフ

サイドのプレーヤー（チーム）に対し警告し、でき

るかぎりアドバンテージ規則を用いるべきである

（たとえば、警告されたオフサイド・プレーヤーが

タッチをしようと動いている場合、レフリーはプレ

ーを止めて違反者にペナルティを科すのではな

く、”プレー・オン”をコールする）。しかし、レフ

リーがプレーヤー（チーム）に対し警告していない

場合、”プレー・オン”をコールすることはできず、

タッチを認めるか、違反したプレーヤーにペナルテ

ィを科すかしなければならない。 

E) ロールボールを遅らせたプレーヤーにはペナルテ

ィが科される。 

F) 素早くロールボールした後でハーフまたは他の攻

撃側のプレーヤーが、オフサイドの防御側プレーヤ

ーに（自ら）タッチした場合、タッチはカウントさ

れる（ハーフの場合はボール保持権を失う）。 

G) ハーフがタッチダウンを記録することは認められ

ない。ハーフは、どこを走ってもよく、他のサポー

ト・プレーヤーにボールを渡すためにスコアライン

を越えてもよい。タッチダウン・ゾーンの境界内で、

ハーフがタッチされるか、地面にボールを置いた場

合（ボールを手離しても手離さなくても）、ハーフ

がタッチされた場所またはボールが地面に触れた

場所とスコアラインをはさんで反対側に5メートル、

サイドラインから5メートル以上のところで、ボー

ル保持権が交替する。 

H) ロールボールを開始するためにボールを拾い上げ

ることについて、何ら規制はないが、レフリーは、

確実にマークの位置でロールボールが行われるよ

うにしなければならない。 

 

解説と注釈 

 

問9-1：ボールを持っているプレーヤーが、防御側プレー

ヤーにタッチしようとした（または防御側プレーヤーに

タッチされると予測した）。予測されたタッチの瞬間に、

防御側プレーヤーが体を引き、ボールを持ったプレーヤ

ーはボランタリー・ロールボールをした。 

答：防御側チームにペナルティタップが与えられる。 

 競技規則9.6。 

 

問9-2：ボール保持権が変わるときに、攻撃側プレーヤー

がボールを地面に置いてまたいだ。 

答：プレーオン。攻撃側プレーヤーは、ボールをプレ

ーに戻した。防御側プレーヤーが、ボールをマークの

地点に置いても同じである。 

 

問9-3：後退しようとしている防御側プレーヤーに向かっ

て、攻撃側プレーヤーが走って来る。防御側プレーヤー

は、必要な距離を下がったかどうか分からないままタッ

チをした。 

答： 

a) 防御側プレーヤーが、正しい距離だけ後退していれ

ば、タッチは成立する。 

b) 防御側プレーヤーが、正しい距離だけ後退していな

ければ、ペナルティが科される。 

注意：レフリーは、オフサイドの防御側プレーヤーに

警告できなかった場合、プレーオンをコールしないよ

うに。もし警告していたなら、プレーオンをコールし

てよい。 

 

問9-4：攻撃側プレーヤーがロールボールをした。ハーフ

が、ボールを足で止めたが、別の攻撃側プレーヤーがボ

ールを拾い上げた。防御側プレーヤーはいつ前に出たら

よいのか？また、ハーフ以外のプレーヤーがボールを拾

い上げたらどうなるのか？ 

答： 

a) ハーフがボールに触れたら、防御側プレーヤーは前

に出てよい。 

b) ハーフは、ボールに触れたならば直ちにボールを拾

い上げなければならず、そうでない場合はペナルテ

ィが科される 

 競技規則9.3。 

c) ハーフがボールに触ったら、他のプレーヤーはロー

ルボール後にボールを拾い上げることはできない。

" 

 

問9-5：ハーフが拾い上げる前に、ボールがその足に当た

った。防御側プレーヤーはいつ前に出ることができる

か？ 

答：ボールがハーフの足に当たったら、防御側プレー

ヤーは前に出てよい。 

 競技規則9.4、レフリーに対する注記B。 

 

問9-6：ハーフが、ボールを拾い上げる前に、故意に足を

使って止めた。 

答：プレーオンで、防御側プレーヤーは前に出てよい。 

 競技規則9.4、レフリーに対する注記B。 

 

問9-7：ボールを止めようとしたハーフが、1メートル以

上転がしてしまった。 

答：マークの地点でボール保持権が交代。 

 競技規則9.2。 
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問9-8：タッチの後、ボールを持ったプレーヤーがボール

を地面に置いて、足を使ってロールボールをした。ハー

フはその場所にいない。防御側プレーヤーはいつ前に出

ることができるか？ 

答：タッチされた攻撃プレーヤーの手からボールが離

れたら直ちに。 

 競技規則9.5。 

 

問9-9；ボールをとろうとしたハーフが、自分に向けてボ

ールを転がした。 

答：プレーオン。 

 競技規則7、レフリーに対する注記B。 

 

問 9-10：ボール保持権が変わるときに、マークの地点に

ボールが置かれた。攻撃側プレーヤーがボールの前に立

って、素早くハーフをサポートするポジションを取れる

よう、後ろの方向にまたいだ。 

答：このような行為は、前方へのロールボールとなる

ので、ボール保持権は交代する 

 競技規則 9.2、プレーヤーに対する注記 D、レフリ

ーに対する注記G。問9-14も参照。 

 

問 9-11：ボール保持権交代の際、ボール保持権を失うチ

ームがマークの地点にボールを置いた。攻撃側のプレー

ヤーがボールをまたいだが、ハーフがその位置にいない。

防御側プレーヤーはいつ前に出ることができるか？ 

答：攻撃側プレーヤーの足または体がボールの上を通

り過ぎたとき。 

 

問 9-12：ボール保持権交代の際、ボール保持権を失うチ

ームがマークの地点にボールを置いた。攻撃側のプレー

ヤーが足を使ってボールをプレーに戻したが、ハーフが

その位置にいない。防御側プレーヤーはいつ前に出るこ

とができるか？ 

答：攻撃側プレーヤーが足をボールの上に置いたとき 

 競技規則 9・プレーヤーに対する注記A、レフリー

に対する注記G。 

 

問 9-13：ボールを持ったプレーヤーが、意図的にボール

を地面に触れさせたが、ボールを手放さず、タッチもさ

れなかった。このプレーヤーは、自分の策略が相手を混

乱させたと思ってプレーを続けた。 

答：プレーオン。 

 競技規則7、レフリーに対する注記B。 

 

問 9-14：ペナルティを科されたチームがボールをマーク

の地点に置いた。攻撃側プレーヤーがロールボールでボ

ールをプレーに戻す選択をした。しかし、攻撃側プレー

ヤーは後ろの方向にボールをまたいだ。 

答：マークの地点でボール保持権の交代。ボールを後

ろの方向にまたぐことは、前方へのロールボールにな

る。 

 競技規則9.2、プレーヤーに対する注記D。問9-10

も参照。 

 

問 9-15：ハーフがスコアラインを越えたところで味方に

パスをした。ボールは防御側プレーヤーによって方向を

変えられ（パスの妨げとなる非意図的な行為か、パスを

インターセプトしようとする意図的な行為かによらず）、

ハーフの手に戻り、地面に置いてタッチダウンを主張し

た。 

答：ボールを手放す行為によってそのプレーヤーはも

はやハーフとは見なされないので、タッチダウンが与

えられる。 

 

問 9-16：ハーフがスコアラインを越えたところで、パス

を投げようとしたかどうかにかかわらず、ボールがその

手を離れ、他のプレーヤーや地面に触れる前に、ハーフ

が再び捕って地面に置いてタッチダウンを主張した。 

答：そのプレーヤーがボールを手放したからといって、

自動的にハーフでなくなるわけではない。ボールが他

のプレーヤーに触れることなく、（事実上、自分自身へ

の）パスとなったので、ハーフの役割は終わっておら

ず、タッチダウンは認められない。 

 

問 9-17：攻撃側プレーヤーが腰の高さからボールを落と

し、足で止めてロールボールをした。これは許されるか？ 

答：許される！ダンキングは許されており、足を使っ

てボールをダンクすることも許される（他のすべての

競技規則とロールボールが遵守されているなら）。どの

競技規則も、ボールを地面（マークの地点）に手で置

かなければならないとは言っていない。 

 プレーヤーに対する注記A、Bを参照。 

 

問 9-18：攻撃側プレーヤーが、ロールボールをするため

に腿の上あたりからボールを落とし、足は使わなかった。

これは許されるか？ 

答：許されない！こうした行為はインコレクト・ロー

ルボールとなる。 

 競技規則9.2。 

 

問 9-19：急いでボールを置こうとした攻撃側プレーヤー

が、自分の膝や脚（または体のどこか）に当ててボール

をはじいた。このため、ボールは横の方向または前方へ

コントロールされずに転がった。このプレーヤーは、ボ

ールを拾ってロールボールを正しくやり直すよう求めら

れるのか？ 

答：違う！急いでロールボールをしようとしたのは攻
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撃側プレーヤーの決定であり、それを失敗したなら、

ボール保持権を失い、相手に手渡すこととなる。ただ

し、ボールが防御側プレーヤーによってはじかれたり、

偶然落ちたのなら、ボールはデッド（の状態にある）

と見なされ、シックス・タッチでない限り、攻撃側プ

レーヤーがボール保持権を持ち続ける。 

 

問 9-20：ボール保持権を得たプレーヤーが、ペナルティ

タップを与えられたと思い、正しくないタップを行った。

これはペナルティか、相手チームにボール保持権が移る

だけか？ 

答：レフリーはボール保持権を交代させる。 

 

問 9-21：ボールを持っているプレーヤーが、タッチされ

ることを見越して、タッチしてボールを地面に置いたが、

手を離さなかった。しかし最初に予想した防御側プレー

ヤーとの接触はなく、このプレーヤーは別の防御側プレ

ーヤーにタッチした。これは許されるか？ 

答：許される。ロールボールをしようとしてボールを

地面に置く行為は、（ボールが手を離れない限りにおい

て）、ロールボールとはならない。タッチが成立したか

どうかにかかわらず、攻撃側プレーヤーの手からボー

ルが離れなければ、ロールボールという行為は成立し

ない。攻撃側プレーヤーは、ボランタリー・ロールボ

ールのペナルティを科されない。 

 

問9-22：ボールがロールされ、ハーフがその位置にいる。

防御側プレーヤーはいつ前に出ることができるか？ 

答：ロールボールの時点でオンサイドだとすれば、防

御側プレーヤーは、ハーフがボールに触れたら前に出

てよい。 

 競技規則9.4。 

 

問 9-23：ボールがロールされたが、ハーフがその位置に

いない。防御側プレーヤーは、いつ前に出ることができ

るか？ 

答：ロールボールの時点でオンサイドだとすれば、防

御側プレーヤーは、ロールボールをしたプレーヤーの

手からボールが離れたら前に出てよい。 

 競技規則9.5。 

 

問 9-24：ボールがロールされたが、ハーフがその位置に

いない。防御側プレーヤーがボールに向かって進み、ボ

ールをまたいでボール保持権を得たと主張し、ボールを

プレーに戻した。これは合法か？ 

答：ロールボールの時点でオンサイドであれば、この

防御側プレーヤーによるボール保持権の主張は正当で

ある。ただし、単にボールを踏み越えるだけでは十分

ではない。防御側プレーヤーは、手または脚でボール

に触れなければならない。レフリーは、プレーヤーに、

ボールに触れるよう指示し、プレーヤーは、ボールに

触れたならばロールボールをしてプレーに戻さなけれ

ばならない 

 競技規則9.5。 

 

問 9-25：ハーフがスコアラインを越えて、タッチされず

に走り回って、味方を探している。ボールがパスされる

前に、ハーフはタッチされた。次のロールボールのマー

クはどこか？ 

答：ボール保持権は交代し、防御側チームに、タッチ

が成立した地点の反対側にスコアラインから 5 メート

ルの場所でロールボールが与えられる 

 競技規則9.3。 

 

問 9-26：ロールボールをしたプレーヤーが、ハーフがい

ないことに気づき、振り返ってボールを拾い上げた。レ

フリーはどうするのか？このプレーヤーが、ボールを拾

い上げた後に仲間にパスをしたら、何か変わるか？ 

答：競技規則 9 プレーヤーに対する注記Ｄに従う。ロ

ールボールをしたプレーヤーは、そのボールを拾うこ

とはできない。もしこれが起きたら、レフリーはボー

ル保持権の交替を命じる。しかし、もしこのプレーヤ

ーがパスしたら、レフリーは、不正なチェンジオーバ

ーとみなし、ボール保持権が変わった地点から前方 10

メートルの場所で相手チームにペナルティタップを与

える。 
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競技規則10－タッチ 

 

1. 「一般的規定」：競技規則1.25の定義を参照。防御

側チームのプレーヤーも攻撃側チームのプレーヤ

ーも、必要最小限の力でタッチを行わなければなら

ない。 

 ルーリング：違反を犯していないチームにペ

ナルティタップが与えられ、違反を犯したプ

レーヤーには少なくとも警告が与えられる。

" 

2. 「手からはね落ちたボール」：タッチの際にボール

を持っているプレーヤーの手からボールがはね落

ちた場合、タッチはカウントされるが、そのプレー

ヤーは引き続きボールを保持してロールボールを

行う。シックス・タッチでない限り、タッチ・カウ

ントは継続する。 

3. 「タッチ後の行動」：タッチが成立した後、ボール

を持ったプレーヤーは、タッチが行われたマークの

地点で止まるか、走り過ぎていた場合はマークの地

点まで戻り、遅滞なくロールボールを行わなければ

ならない。 

 ルーリング：マークの地点で防御側チームに

ペナルティタップが与えられる。 

4. 「タッチ成立後のパス」：プレーヤーは、タッチが

成立した後、ボールをパスその他の手段で渡しては

ならない。 

 ルーリング：タッチが行われたマークの地点

で防御側チームにペナルティタップが与え

られる。 

5. 「クレイムド・タッチ」：プレーヤーは、実際にタ

ッチが成立したのでないかぎり、タッチの成立を主

張したり声を上げてはならない。 

 ルーリング：アドバンテージが明らかな場合、

レフリーは”プレー・オン”を指示し、そう

でない場合はタッチの成立が主張された場

所で攻撃側チームにペナルティタップが与

えられる。 

6. 「マーク」：ロールボールのマークは、タッチ成立

時の、ボールを持っていたプレーヤーの位置によっ

て決まる。 

7. 「タッチ後の妨害」：タッチの後、ボールはデッド

とみなされ、ロールボールにおいて、ハーフがボー

ルに触れた時、また、ハーフがいない場合はロール

ボールする攻撃側チームの手をボールが離れた時

に、プレーに戻る（競技規則9.4及び9.5参照）。防

御側プレーヤーは、タッチが成立した後、ボールを

持っているプレーヤーの妨げ・障害になってはなら

ない。 

 ルーリング：ロールボールのマークの5メー

トル前方で、攻撃側チームにペナルティタッ

プが与えられる。 

8. 「得点しようとする際のタッチ」：稀なこととして、

タッチが成立するのと同時に、スコアライン上また

はスコアラインを越えてプレーヤーがボールを地

面に置いた場合、タッチがカウントされ、タッチダ

ウンは与えられない。 

9. 「オフサイドの防御側プレーヤーへのタッチ」：ボ

ールを持ったプレーヤーが、全力で後退しプレーか

ら外れようとしているオフサイドの防御側プレー

ヤーにタッチした場合、タッチはカウントされる。

ただし、ボールを持ったプレーヤーがハーフであれ

ば、競技規則9.3に従って、ボール保持権が交替す

る。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) ボールでタッチしようとする場合、攻撃側プレーヤ

ーは、最小限の力で行わなければならない（競技規

則10.1参照）。 

B) スコアライン上またはスコアラインを越えて、ボー

ルが地面に着けられる前にタッチが成立した場合、

タッチダウンにはならない。シックス・タッチでな

ければ、ボールを持ったプレーヤーは、タッチが成

立した地点から、スコアラインから5メートルの位

置に動いてロールボールを行う。 

C) ロールボールのマークの場所が確実に分からない

場合、ボールを持ったプレーヤーは、レフリーに確

認すべきである。 

D) 攻撃側プレーヤーは、ハーフが位置に入るのを待っ

てロールボールを遅延させてはならない。 

E) 接触する前にタッチのコールを行った場合、競技規

則10.5にしたがってペナルティが科される。 

F) パスの動作中にタッチされたプレーヤーは、ボール

を手放すのをやめるよう試みるべきである。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) 物理的に最小限の力以上の力でタッチしようとす

ることに対しては、厳しく対処すべきである。 

B) タッチの際またはタッチの後に、ボールをはじいた

りグラウンドに落とした場合、プレーヤーは、ボー

ルを拾うよう指示されるべきである。しかし、故意

にそのような行為を行ってプレーを遅延させよう

とするプレーヤーは、競技規則 10.3 にしたがって

ペナルティを科される。 

C) 防御側のプレーヤーが、ボールをデリバーした後に

攻撃側プレーヤーにタッチした場合、プレーは継続

し、”プレー・オン”がコールされる。 

D) レフリーは、接触がないと確信できないかぎり、す
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べてのクレイムド・タッチを認め、ボールを持った

プレーヤーをロールボールのために呼び戻さなけ

ればならない。接触がないのに防御側プレーヤーが

タッチを主張しているのをレフリーが目で見て確

認した場合、攻撃側にアドバンテージがない限り、

競技規則 10.5 にしたがってペナルティと警告が科

される。 

E) 稀なこととして、タッチの前にパスが行われたかタ

ッチの後にパスが行われたか、レフリーが見分けら

れず、ボールが地面に落ちていない場合、”同時タ

ッチ”として、タッチはカウントされる。ボールは、

ロールボールのため攻撃側プレーヤーに戻される。

こうした状況でボールが地面に落ちた場合、または

シックス・タッチの場合、ボール保持権が交替する。 

F) プレーヤーが、わずかにタッチされたことに気付か

なかった場合には、必ずしもペナルティを科さなく

てもよい。しかし、故意に走り続ける場合はペナル

ティが科される。 

G) 競技規則 10.4 に対する違反には、シックス・タッ

チの場合でもペナルティが科される。 

 

解説と注釈 

 

問 10-1：防御側のプレーヤーが、攻撃側のプレーヤーに

タッチをした。防御側のプレーヤーは、5メートルライン

まで真っ直ぐ戻ったが、その腕は 5 メートルラインをわ

ずかに／完全に超えていた。ハーフがこのオフサイドの

防御側プレーヤーに向かって走り、これを押しのけて走

り続けた。 

答：ハーフがタッチをしたので、ボールの保持は交替

する。 

 競技規則10.9（及び13.2）。 

 

問 10-2：攻撃側のプレーヤーがタッチをして素早くロー

ルボールをした。防御側のプレーヤーは後退しようとし

たが、スクープしたハーフがボールを別の攻撃側プレー

ヤーにパスし、このプレーヤーが、後退中のオフサイド

の防御側プレーヤーにタッチした。 

答：タッチは成立する。シックス・タッチでなければ、

ロールボール。 

 競技規則10.9。 

 

問10-3：タッチの後に、（プレーを）妨害するような違反

があって、タップが与えられた場合、そのマークはどこ

か。 

答：ロールボールのマークから前方 5 メートルの線上

で、違反のあった場所に最も近い場所で、攻撃側チー

ムにタップが与えられる。 

 

問 10-4：ボールを持ったプレーヤーがタッチされ、ロー

ルボールをしようとしている間にボールを落とした。ど

うなるか。 

答：レフリーは、そのプレーヤーにロールボールする

よう求め、タッチカウントは継続する。 

 競技規則10.7、レフリーに対する注記B。 

 

問 10-5：防御側のプレーヤーがタッチをしようとして、

ボールを持っているプレーヤーの手からボールをはじき

出した。レフリーはどうするか。 

答：一般的には競技規則1.24を適用し、タッチがカウ

ントされ、攻撃側チームは、そのタッチカウントでロ

ールボールを行う。しかし、レフリーは、タッチの際

に最小限の力で行われたかどうか、競技規則10.1に基

づいて確認しなければならない。 

 競技規則 10、プレーヤーに対する注記 A 及びレフ

リーに対する注記Bも参照。 

 

問 10-6：通常のプレー中に、攻撃側プレーヤーが怪我を

した。競技区域でプレーは継続するが、怪我をしたプレ

ーヤーは地面に横たわり、交替しないままである。防御

側のプレーヤーがインターセプトをしてスコアラインに

向かったところ、怪我をしたプレーヤーが跳び上がって

ボールを持ったプレーヤーにタッチした。このタッチは

許されるか。 

答：（インターセプト後）防御側になったチームのプレ

ーヤーが、競技区域内に 6 人を超えていなければ、こ

のプレーヤーのタッチは合法的である。 

 

問 10-7：通常のプレー中に、攻撃側プレーヤーが怪我を

した。競技区域でプレーは継続するが、怪我をしたプレ

ーヤーは地面に横たわり、交替しないままである。防御

側のプレーヤーがインターセプトをしてスコアラインに

向かったところ、怪我をしたプレーヤーが足を蹴り出し

てボールを持ったプレーヤーにタッチした。このタッチ

は許されるか。 

答：競技規則に従えば、このタッチは、攻撃側プレー

ヤーと防御側プレーヤーの間に行われた接触という定

義に合致するが、他の条項では、足で行われたタッチ

はペナルティとなり、これを行ったプレーヤーは一時

退場または退場を科せられ、かつ／またはペナルティ

タッチダウンが与えられる。 

 競技規則1.10。 

 

問 10-8：スコアライン近くで、レフリーが防御側プレー

ヤーにオフサイドを宣告した。このプレーヤは、スコア

ラインに向けて後退しようとして転んだ。ボールを持っ

たプレーヤーは、防御側プレーヤーを跳び越え、スコア

ラインを越えてボールを地面に置き、タッチダウンを主
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張した。しかし、このプレーヤーがボールを地面に置く

際に、横たわっている防御側プレーヤーの手の上に立っ

ていた。このタッチダウンは与えられるか。 

答：タッチと同時に、プレーヤーがスコアライン上ま

たはそれを越えて地面にボールを置いた場合、（また、

ボールを持ったプレーヤーがタッチをした場合）、タッ

チがカウントされ、タッチダウンは与えられない（競

技規則10.8）。しかし、レフリーがオフサイドプレーヤ

ーに対して「警告」していた場合、タッチは成立せず、

タッチダウンが与えられる。 

 

問 10-9：ボールを持ったプレーヤーがスコアライン近く

でロールボールを行おうとして、ボールを地面に置く途

中で、防御側プレーヤーがボールにタッチし、はたき落

としたところ、ボールを持ったプレーヤーの両足の間に

落ちた。このボールは素早くサポートプレーヤーにパス

され、得点した。レフリーが、防御側プレーヤーによる

ボールのはたき落としが強すぎると考えた場合、アドバ

ンテージを見ることはできるか。 

答：アドバンテージを見ることはできない。ボールへ

のタッチは、有効なタッチであり、ボールは正しく置

かれなければならない。ボールが防御側プレーヤーに

よって（意図的に）はたき落とされた場合、ペナルテ

ィが科される。このことから、タッチが成立したなら、

「プレー・オン」やアドバンテージはない。しかし、

レフリーは、スコアライン近くでのこうした防御側プ

レーヤーの行為を「プロフェッショナル・ファウル」

と考え、ペナルティ・タッチダウンも含めて、防御側

プレーヤーへの処置を決めることもできる。 



64 

競技規則11－サイドライン・スコアライン上、

またはそれらを越えたボール 

 

1. 「サイドライン上またはサイドラインを越えたボ

ール」：ボールまたはボールを持ったプレーヤーが、

サイドラインに触れるか横切った場合、ボールはデ

ッドになり、ボール保持権が交替する。しかし、ボ

ールを持ったプレーヤーが、サイドラインを横切る

前にタッチされた場合、タッチはカウントされ、タ

ッチが行われた場所をマークとして、ロールボール

によってプレーが継続される。 

 ルーリング：ボールがサイドラインに触れた

り横切ったりしたことに責任のないチーム

が、ボールまたはボールを持ったプレーヤー

がサイドラインに触れるか横切った場所、も

しくは攻撃側チームにとってのアドバンテ

ージが最も大きい場所から、競技区域に5メ

ートル入った場所でロールボールによりプ

レーを再開する。 

2. 「アタッキング・スコアラインを越えてタッチされ

た場合」：ボールを持ったプレーヤが、アタッキン

グ・スコアラインを横切り、タッチダウンを記録す

る前にタッチされた場合、タッチはカウントされる。

ボールを持ったプレーヤーがスコアラインを横切

った場所から5メートル内側の場所で、ロールボー

ルによりプレーが再開される。 

3. 「ディフェンディング・スコアラインの上または後

方のボール」：ボールを持ったプレーヤーが、ディ

フェンディング・スコアラインの上または後方でタ

ッチされた場合、タッチはカウントされ、ボールを

持ったプレーヤーがタッチされた場所から、内側に

5 メートルの場所でロールボールによりプレーが再

開される。 

4. 「ディフェンディング・スコアライン近くでの行

為」：攻撃側チームは、ディフェンディング・スコ

アラインから5メートル以内でロールボールをする

必要はない。タッチの都度、ボールを持ったプレー

ヤーは、ロールボールのために5メートルラインま

で前方に動いてよい。 

5. 「アタッキング・スコアライン近くでの行為」：ア

タッキング・スコアラインから5メートル以内でタ

ッチが成立した場合、ボールを持ったプレーヤーは、

マークから真っ直ぐ後方に、5 メートルラインから

5 メートルの距離まで動いて、ロールボールでプレ

ーを再開してもよい。 

6. 「ディフェンディング・スコアラインから5メート

ル以上離れた場所での行為」：ディフェンディン

グ・スコアラインから5メートル以上離れた場所で

防御する必要がある場合、防御側プレーヤーは、5

メートルの点線を越えて前方に動き、ボールを持っ

たプレーヤーにタッチするため前方に動き続けな

ければならない。 

 ルーリング：違反が確認された時点にボール

があった場所で、攻撃側チームにペナルティ

タップが与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) 競技規則 11.4 及び/または 11.5 にしたがって、（ス

コアライン近くで）マークから前方または後方に動

く場合、プレーヤーは、そうした選択をしたことを

レフリーに知らせ、混乱を避けるべきである。防御

側プレーヤーは、ロールボールから5メートル離れ

ていなくてはならない。 

B) 競技規則 11.4 及び/または 11.5 にしたがって、（ス

コアライン近くで）前方または後方に動くとき、ボ

ールを持ったプレーヤーは、防御側プレーヤーとの

接触を避け、マークから横方向に動かないようにす

る。 

C) ボールを持ったプレーヤーがスコアラインから5メ

ートル以上離れた場所にいて、防御側チームがディ

フェンディング・スコアラインから5メートル以内

で防御している場合、防御側チームは、タッチをす

るために前方に動かなくてはならない。これは、チ

ーム全体が5メートルラインを越えて進み出なけれ

ばならず、タッチが成立した場合にのみスコアライ

ンに戻ることができることを意味する。しかし、攻

撃側プレーヤーまたは防御側プレーヤーのいずれ

かによって、タッチが成立しようとしているときに

は、防御側プレーヤーは、次の防御の動きを再編す

るために、5メートルの点線を越えて下がってよい。 

D) ボールを持ったプレーヤーが、アタッキング・スコ

アラインから5メートル以内にいるとき、防御側チ

ームは、スコアライン上にいて防御することが認め

られる。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) A:ディフェンディング・スコアライン上でオンサイ

ドのプレーヤーは、攻撃側プレーヤーにタッチする

ために、スコアラインの上から体を乗り出してもよ

い。両足がスコアラインの上または後方にあり、競

技区域内の地面に手が触れていなければ、オンサイ

ドである。 

B) 競技規則 11.6 にしたがって（攻撃側チームに）ペ

ナルティタップが与えられる前に、レフリーは防御

側チームに対し、タッチをするために前方に動くよ

う警告しなければならない。防御側チームが、レフ

リーの指示にしたがって前方に動こうとしない場
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合に、ペナルティが科される。 

C) ペナルティからタップが行われた後、（攻撃側チー

ムに与えられた6回の攻撃の間に）同じ状況が生じ、

防御側チームがタッチをするために前方に動くこ

とを拒んでいる場合、攻撃側チームに新たにペナル

ティタップが与えられる。これに加えて、レフリー

は、防御側チームのキャプテンに対し、1 人のプレ

ーヤーを退出させるよう指示する。退出したプレー

ヤーは、インターチェンジ・エリアに戻る。そのプ

レーヤー（または交代プレーヤー）は、防御側チー

ムがボール保持権を得るまで、戻ることはできない。

ペナルティを科す前に、レフリーは都度、防御側チ

ームにタッチをするために5メートルの点線より前

方に動くよう警告しておかなければならない。 

 

解説と注釈 

 

問 11-1：ボールを持っているプレーヤーがスコアライン

の近くでロールボールをした。オンサイドの防御側プレ

ーヤーが、（スコアラインから）身を乗り出して、ボール

が出る前にハーフにタッチした。 

答：ハーフはボールを持ったままタッチされた。 

 競技規則9.3及び11.5。 

 

問 11-2：ボールを持っているプレーヤーが、走りながら

サイドラインを踏んだ。 

答：プレーヤーの足がサイドラインに触れた場所から5

メートル内側で、ボール保持権の交代。 

 

問 11-3：防御側プレーヤーが、片足でサイドラインを踏

んで攻撃側プレーヤーにタッチをした。 

答：タッチは成立。攻撃側プレーヤーが、競技区域外

の誰かと接触しても、ボール保持権は交代しない。 

 

問11-4：競技規則11プレーヤーに対する注記Ａでは、「競

技規則 11.4 または 11.5 にしたがって、（スコアライン近

くで）マークから前方または後方に動く場合、プレーヤ

ーは、そうした選択をしたことをレフリーに知らせ、混

乱を避けるべきである。」と言っている。このプレーヤー

が知らせなかった場合、レフリーはペナルティを科すの

か？ 

答」ペナルティは科されない。プレーヤーに対する注

記は、レフリーに知らせる「べき」と言っており、プ

レーヤーがそうする義務はない。この場合、レフリー

は何もできない。レフリーは、プレーヤーがこのステ

ップを踏まなくてもよいことを知っている必要がある。 

 

 

 

問 11-5：防御側プレーヤーが、自チームのスコアライン

の後方で、ハーフが投げたパスをインターセプトし、競

技区域内に入る前にタッチされた。ロールボールのマー

クはどこか 

答：タッチが成立した場所と正反対で、スコアライン

から５メートルの場所がマークとなる。" 

 

問11-6：スコアラインから10メートル以上の場所でロー

ルボールが行われ、防御ラインがスコアラインから 5 メ

ートル以上（例えば 6 メートル）の場所に設定された場

合、防御側プレーヤーは、この場所でフリーズ（動かな

い）・ディフェンスをしてもよいか？ 

答：防御側プレーヤーは、この場所でフリーズ（動か

ない）・ディフェンスをしてよい。ただし、5 メートル

ライン上、または 5 メートルラインとスコアラインの

間でポジションをとるのではない限り。 

 

問11-7：スコアラインから10メートルまたは10メート

ル以内の場所でロールボールが行われ、防御ラインがス

コアラインから 5 メートル（またはスコアラインと５メ

ートルラインの間のどこか）の場所に設定された場合、

防御側チーム全体が、タッチをするために前方に動かね

ばならないのか？ 

答：チーム「全体」がタッチをするために前方に動か

ねばならない。この競技規則は、どの防御側プレーヤ

ーが、5メートルライン上または5メートルラインとス

コアラインの間にいても適用される。 

 

問11-8：スコアラインから10メートル以上の場所でロー

ルボールが行われたが、防御側プレーヤーは５メートル

ライン上（または５メートルラインとスコアラインの間）

にポジションを取り、チーム全体が「メキシカン・スタ

ンドオフ」（フリーズ・ディフェンス）の状態にあると見

なされた。 

答：チーム「全体」がタッチをするために前方に動か

ねばならない。1人たりとも、防御側プレーヤーは「ノ

ーフリーズ」の防御を行わねばならない。 

 

問 11-9：攻撃側チームにペナルティタップが与えられ、

スコアラインから 5 メートルまたは 5 メートル以内の場

所に防御ラインが設定された。攻撃側チームは、本来の

マークの地点から真っ直ぐ後方に10メートルマークを動

かした。ボールがプレーに戻るのがスコアラインから 10

メートル以上の場所であっても、防御側チームは、タッ

チをするために、タップ後、前方に動かなければならな

いか。 

答：新たなマークがスコアラインから10メートル以上の

場所であっても関係ない。本来のマークが、ボールがプレ

ーに戻るまでの間、防御側チームがいるべき場所を決める。 
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問 11-10：「フリーズ・ディフェンス」を採用して、タッ

チをするために（5メートルラインから）出て来ないでい

いのはどんなときか？ 

答：防御側チームは、ボールを持ったプレーヤーが、5

メートルラインとスコアラインの間にいるならば（5メ

ートルライン上は除く）、いつでもスコアライン上でフ

リーズ・ディフェンスをすることができる。 

 

問11-11：防御側プレーヤーがタッチをするために前方に

動いているときに、攻撃側プレーヤーがロールボールを

する際に跳び退いて、ボランタリー・ロールボールのペ

ナルティを誘おうとした。 

答：防御側プレーヤーは、「ノー・フリーズ」の状況で、

ボランタリー・ロールボールのペナルティを誘おうと

して後ろに下がれば、ペナルティを科される。 

 

問 11-12：「メキシカン・スタンドオフ」ルールが適用さ

れる場面で、防御側プレーヤーはどれだけのスピードで

前方に動かねばならないのか？レフリーは、十分に速く

前方に動こうとしないプレーヤーにペナルティを科した

り、プレーヤーにもっと速く動くよう指示できるのか？ 

答：前方に動いていれば、たとえカタツムリのような

ペースでもよい。防御側プレーヤーが静止して立ち止

まり、警告を受けている場合のみ、レフリーはペナル

ティを科すことができる。レフリーはプレーヤーが遅

く動きすぎると決めつけ、速く動くよう指示すること

はできない。 
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競技規則12－空中におけるボールとの接触 

 

1. 「防御側プレーヤーによる意図的な接触」：防御側

プレーヤーがボールをとろうとして、ボールが地面

に落ちた場合、攻撃側チームはボール保持権を維持

し、タッチカウントは数え直しになる。これは、防

御側プレーヤーが故意にボールを地面に叩き落し

た場合にも適用される。ロールボールのマークは、

ボールが最初に地面に落ちた場所、または防御側プ

レーヤーがボールに触れた場所のいずれか、攻撃側

チームのアドバンテージが大きい方になる。 

2. 「意図的な接触だが地面には落ちない場合」：防御

側プレーヤーが空中でボールに触れ、そのボールを

攻撃側プレーヤーがとった場合、プレーは継続し、

タッチ・カウントは、次のタッチから数え直しとな

る。 

3. 「意図的な接触後、攻撃側プレーヤに再度接触した

場合」：防御側プレーヤーに当たったボールを攻撃

側プレーヤーがとろうとして、そのボールが地面に

落ちた場合、攻撃側チームはボール保持権を維持し、

タッチ・カウントは、競技規則 12.1 にしたがって

数え直しとなる（下記レフリーに対する注記Ａを参

照）。 

4. 「リバウンド後のボール・トゥ・グラウンド」：ボ

ールをとろうとしていない防御側プレーヤーにボ

ールが当たって地面に落ちた場合、ボール保持権が

交替し、ボールが最初に地面に落ちた場所、または

防御側プレーヤーに当たった場所のいずれか、ボー

ル保持を得るチームのアドバンテージが大きい方

でのロールボールでプレーを再開する。 

5. 「リバウンドしたが地面に落ちない場合」：ボール

をとろうとしていない防御側プレーヤーにボール

が当たって、攻撃側プレーヤーが再びボールをとっ

た場合は、プレーは継続し、タッチ･カウントも継

続する。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) 攻撃側プレーヤーが、防御側プレーヤーに当たった

逸れたボールをとるのが難しいと考えた場合、ボー

ルをそのまま地面に落として、アドバンテージが最

大の場所のマークで新たに6回のタッチを得てもよ

いし、ボールをとろうとしてもよい。後者の際、ボ

ールが地面に落ちたとしても、アドバンテージが最

大の場所のマークで新たに6回のタッチが得られる。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) 競技規則 12.3 の場合、レフリーは、防御側プレー

ヤーに当たったことが、ボール・トゥ・グラウンド

の原因だったのかどうか、決定しなければならない。 

B) 防御側プレーヤーに当たったボールが前方に飛ん

で、攻撃側プレーヤーが取り戻した場合、プレーは

継続し、競技規則12.2が適用される。 

C) 防御側プレーヤーによる非意図的な接触には、ボー

ルをとろうとしていない時に、腕や手にボールが接

触した場合が含まれる。 

D) 前方にパスされたボールが、防御側プレーヤーに当

たるかプレーされて、攻撃側チームに戻った場合、

または地面に落ちた場合、競技規則 8.2（フォワー

ド・パス）が適用され、防御側チームにペナルティ

タップが与えられる。 

 

解説と注釈 

 

問 12-1：攻撃側プレーヤーがボールをお手玉した。攻撃

側プレーヤーの手中から出ているときに、ボールが防御

側プレーヤに触れ、同じ攻撃側プレーヤーがキャッチし

た。タッチは成立するのか？ 

答：防御側プレーヤーは、ボールに対してプレーして

いないので、タッチは成立しない（競技規則12.5）。し

かし、防御側プレーヤーがボールに対してプレーして

いたのなら、タッチは成立する。 

 

問12-2：ハーフがアタッキング・スコアラインを越えて、

味方に向けて後方にボールをパスした。ボールは防御側

プレーヤーによって方向が変えられ、自分に戻ったボー

ルをハーフが地面に置いてタッチダウンを主張した。 

答：タッチダウンは与えられる。ボールがパスされた

なら、ハーフは単に攻撃側プレーヤーの1人となる。 

 競技規則12.2（問9-15、9-16も参照）。 
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競技規則13－オフサイド 

 

1. 「攻撃側チーム」：攻撃側チームのプレーヤーは、

ボールを持っているプレーヤーまたは最後に持っ

ていたプレーヤーの前方にいる場合、オフサイドで

ある。プレー全般において、プレーを妨げるオフサ

イドの攻撃プレーヤーにはペナルティが科される。 

2. 「タップ時にオフサイドの攻撃側プレーヤー」：タ

ップの際、攻撃側プレーヤーは、ボールがタップさ

れるまではオンサイドの位置にいなければならな

い。 

 ルーリング：マークの場所でボール保持権の

交替（競技規則6.2及び15.4を参照）。 

3. 「防御側チーム」：防御側チームのプレーヤーは、

以下のルールに違反した場合、オフサイドである。 

a) 競技規則6.4－プレーの開始及び再開 

b) 競技規則9.4－ロールボール 

c) 競技規則15.5－ペナルティ時のタップ 

d) 競技規則 9－レフリーに対する注記 D－素早い

ロールボールまたはタップ時のオフサイド 

 ルーリング：上記の競技規則にしたがって、

攻撃側チームにペナルティタップが与えら

れる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) オフサイドの攻撃側プレーヤーは、プレーに参加で

きないので、できるかぎり早くオンサイドの位置に

戻るべきである。 

B) オフサイドの防御側プレーヤーは、常に、オンサイ

ドの位置に後退するよう努めなくてはならない。 

C) 防御側プレーヤーは、ディフェンディング・スコア

ラインから5メートル以内でのロールボール、また

は 10 メートル以内でのペナルティタップの際、オ

ンサイドになるよう、両足をディフェンディング・

スコアラインの上またはその後方におかなければ

ならない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、競技規則 10.9 及び競技規則 9 に注意

を払うべきである。 

B) 後退しつつある防御側プレーヤーは、ゲームにおい

ていかなる役割も果たしていなければ、通常はペナ

ルティを科されない。 

C) ペナルティが連続する場合は、競技規則 15 の注記

を参照せよ。 

 

解説と注釈 

 

問 13-1：サポートプレーヤーが、ボールを持っているプ

レーヤーを追い越して、スコアラインを越えた。ボール

を持ったプレーヤーは素早くロールボールし、ハーフが

スコアラインを越えて、正しいパスをしたが、その相手

は、ボールより前に行って、オンサイドの位置に戻れな

かったプレーヤーだった（ゲームの展開が速かった等の

理由により）。このプレーヤーはボールを地面に置いてタ

ッチダウンを主張した。 

答：タッチダウンは与えられる。ハーフが、オフサイ

ドだったプレーヤーをオンサイドにしたので。 

 

問 13-2：防御側プレーヤーが、後退しながら腕を外に広

げたり上方に伸ばしたりした。これは競技規則に違反す

るか？ 

答：このような行為は、積極的ではないが妨害行為に

なるため、警告またはペナルティが科される。ただし、

防御側プレーヤーがオンサイドの位置に戻る前に、攻

撃側プレーヤーが妨害を受けた場合に限る。 

 

問 13-3：スコアライン上の防御側プレーヤーが全員、腕

を伸ばしている。これは競技規則に違反するか？ 

答：ボールを持っていないプレーヤーが、伸ばした腕

その他により妨害を受けたならば、そのサポートプレ

ーヤーに対する妨害行為となる可能性があるため、レ

フリーは適切な処置をしなければならない。 
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競技規則14－オブストラクション 

 

1. 「攻撃側チーム」：攻撃側チームのプレーヤーは、

防御側プレーヤーがタッチを行おうとするのを妨

げてはならない。ボールを持ったプレーヤーは、タ

ッチを避けようとして、レフリーまたは攻撃側チー

ムの他のプレーヤーの後方に走ったり移動しては

ならない。ここで、オブストラクションとは、防御

側プレーヤーにタッチを行わせないようにして不

当なアドバンテージを得ようとする、攻撃側プレー

ヤーによって行われる意図的な試みであると定義

する。 

 ルーリング：違反が犯された地点のマークで、

防御側チームにペナルティタップが与えら

れる。 

2. 「防御側チーム」：防御側チームのプレーヤーは、

ボールを持っているプレーヤーをサポートする攻

撃側プレーヤーを妨害してはならない。 

 ルーリング：プレーの停止が攻撃側チームに

とって不利益にならないかぎり、違反が犯さ

れた地点のマークで、違反を犯していないチ

ームにペナルティタップが与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) ボールを持っているプレーヤーをサポートするプ

レーヤーは、最もよくサポートできるポジションを

とるために必要なだけ走ることができる。しかし、

サポートするポジションに移動する際、攻撃側プレ

ーヤーは、防御側プレーヤーを意図的に妨害しては

ならない。 

 

レフリーに対する注記 
 

A) レフリーは、攻撃側プレーヤーが形成するサポート

ラインの変化に注意しなければならない。ボールを

持っているプレーヤーが、チームメイトによるオブ

ストラクションに気付いた場合、立ち止まってペナ

ルティを科されることなくタッチされるのを待つ

こともできる。 

B) ラップまたはラン・アラウンドといったサブ・ユニ

ット・スキルについては、オブストラクションに該

当しない。 

C) ボールを持っているプレーヤーまたは防御側プレ

ーヤーがレフリーにぶつかった場合、もしくは、レ

フリーがどちらかのプレーヤーにぶつかった場合、

どちらにもアドバンテージがなければ”プレー・オ

ン”にすべきである。しかし、そのことがプレーの

進行に影響を及ぼす場合、タッチ・カウントは変え

ずに、ロールボールがコールされるべきである。 

解説と注釈 

 

問14-1：攻撃側プレーヤーが、味方の1人の後ろを走り、

防御側プレーヤー（のプレー）を妨害した。このプレー

ヤーは過ちに気づいてすぐに立ち止まり、防御側プレー

ヤーにタッチさせた。 

答：タッチをカウントする。オブストラクションでは

ない。どちらのチームも、アンフェアなアドバンテー

ジを受けてはいない。 

 

問 14-2：防御側プレーヤーがタッチをした後、後退しよ

うとしたが、ボールを持ったプレーヤーが、後退するプ

レーヤーと同じ進路をとって走ってきた。このプレーヤ

ーは、オフサイドでのペナルティ、またはレフリーがプ

レーオンをコールすることによるアドバンテージを得よ

うとしていた。防御側プレーヤーは、ロールボールの場

所からどの方向に下がってもよいか？ 

答：防御側プレーヤーは、タッチをした後、どの方向

に下がってもよいが、その方向を変えた場合、それが

ロールボール地点と 5 メートルラインの間であればペ

ナルティとなる（妨害になったかどうかにかかわらず）。 

 

問 14-3：後退しつつある防御側プレーヤーに向かって、

ボールを持ったプレーヤーが走ってきたが、妨害はなか

った。この場合、十分に素早く後退しないことをもって、

防御側プレーヤーにペナルティを科すのは正しい判断

か？ 

答：こうした場合、レフリーが、防御側プレーヤーの

意図と（実際の）行為をどう受け取るかによって判断

は変わる。速く下がらないからといって、ペナルティ

を科されるべきではないが、防御側プレーヤーは、た

だちに、5メートルラインに到達するまで方向を変えず

に後退する必要があり、結果的に妨害があればペナル

ティを科される。 

 

問 14-4：ペナルティタップが与えられ、レフリーがマー

クを示した後、プレーヤーがクイック・タップを行った。

オフサイドの防御側プレーヤーが、ボールを持っている

プレーヤーに背中を向けて下がろうとして、タッチをし

ようとするオンサイドの防御側プレーヤーの邪魔になっ

た。防御側プレーヤーは、攻撃側プレーヤーが、オフサ

イドの防御側プレーヤーを使ってオブストラクションを

したと、レフリーにアピールした。 

答：競技規則14.1の第1段落によれば、他の攻撃側プ

レーヤーによって、ボールを持っているプレーヤーが

タッチされないように助けを受けた場合にのみ、攻撃

側プレーヤーにペナルティが科される。競技規則 14.1

の第２段落は、特に攻撃側プレーヤーに言及している

が、第１段落と一体のものとしてのみ読まれるべきで
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ある。オフサイドの防御側プレーヤーは、実際に（5メ

ートルラインに向けて）後退しつつあるならば、ボー

ルを持っているチームに背中を向けたからといって、

ペナルティを科されるべきではない。オブストラクシ

ョンを主張したオンサイドの防御側プレーヤーに関し

ては、レフリーは単にプレーオンをコールすればよい。 

 

問 14-5：ボールを持っているプレーヤーが、後退しつつ

あるオフサイドの防御側プレーヤーを盾として使い、他

の防御側プレーヤーにタッチされるのを避けようとし

た。これはオブストラクションと見なされるか？ 

答：攻撃側プレーヤーだけにオブストラクションのペ

ナルティが科されるため、レフリーは、この行為をオ

ブストラクションと解することはできない。 

注意：こうした行為がオブストラクションとして認め

られると、防御側チームは常にオブストラクションを

主張し、防御側プレーヤーに意図的にこうした行為を

させてボール保持権を得ることができてしまう。 
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競技規則15－ペナルティ 

 

1. 「一般的規定」：どのプレーヤーによる違反であっ

ても、本競技規則にしたがってペナルティが科され

る。 

2. 「ペナルティ時のタップの位置」：ペナルティのマ

ークは、他に特別の規定がないかぎり、通常は違反

が犯された場所である。境界線の上、ディフェンデ

ィング・スコアラインから5メートル以内、競技区

域の外で違反が犯された場合、違反が犯された場所

を起点として、ペナルティ時のタップの位置は、5

メートル内側（または5メートルラインの上）とす

る。 

3. 「タップの方法」：ペナルティからタップを行う方

法は、競技規則 6.3 に詳述されている。ボールは、

タップするために地面から持ち上げる必要はない。

しかし、タップが行われる前に、ボールは正しいマ

ークの場所またはその後方になければならない（競

技規則6のプレーヤーに対する注記Cを参照）。 

 ルーリング：マークの場所でのボール保持権

の交替。 

4. 「攻撃側チーム」：攻撃側チームのプレーヤーは、

タップの際にオンサイドでなければならない。 

 ルーリング：マークの場所でのボール保持チ

ームの交替。 

5. 「防御側チーム｣：防御側チームのプレーヤーは、

競技規則6.4に詳述されているように、タップの際

にオンサイドでなければならない。 

 ルーリング：元のマークから真っ直ぐ前方に

10 メートルの線上で、違反が犯された場所

に最も近い場所で、攻撃側チームにペナルテ

ィタップが与えられる。 

6. 「ペナルティ・タッチダウン」：ペナルティ・タッ

チダウンは、レフリーによって競技規則または競技

の精神に反すると認められる行為が、プレーヤーま

たは観客によって行われ、攻撃側チームがタッチダ

ウンを記録できなかった場合に与えられる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) タップを行おうとするプレーヤーは、タップが行え

るようレフリーがマークの位置を示すまで待たな

ければならない。しかし、レフリーがプレーヤーの

要求を認識し、正しいマークの上またはその後方で

タップが行われるならば、プレーヤーはクイック・

タップを行ってもよい。 

B) どんなタップの場合でも、プレーヤーは、最大 10

メートルまで、マークの真っ直ぐ後方にボールを下

げてもよい。 

C) プレーヤーがタップの代わりにロールボールを選

んだ場合、そのボールを受け取ったプレーヤーはハ

ーフとはみなされない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) ペナルティのアドバンテージを最大限に活かすた

め、ペナルティタップを与えてから適切なマークを

指示するまでの遅れを最小限にしなければならな

い。 

B) プレーヤーは、（攻撃のための）移動の余地を広げ

るために、タップのマークから後方に最大 10 メー

トルまでボールを下げてもよい。この場合、防御側

プレーヤーは、マークから 10 メートルまたはスコ

アラインのうち、いずれかボールに近い方のライン

より下がっていなければならない。 

C) 攻撃側のプレーヤーが、新たにペナルティタップを

得ようとして、オフサイドの防御側プレーヤーにタ

ッチをした場合（通常はクイック・タップの後）、

オフサイドのプレーヤーまたはチームに対し警告

していた場合に限り、レフリーは防御側プレーヤー

の行動次第で、”プレー・オン”をコールしてもよ

い。 

D) オフサイドの防御側プレーヤー（そのプレーヤーが

後退していてもいなくても）が、クイック・タップ

の後、攻撃側プレーヤーの妨害をしたりタッチをし

ようとした場合、レフリーは、アドバンテージをと

ってプレーを継続させるか、ペナルティを科すか、

攻撃側チームにとってアドバンテージが大きくな

るようにすべきである。 

E) クイック・タップの流れの間も、コントロールを確

保するため、レフリーは確実に、マークの位置を正

しく示さなればならない。 

F) ペナルティ・タッチダウンを与える際、レフリーは、

プレーヤーまたは観客の問題となる違法行為がな

ければ、タッチダウンが行われていたであろうこと

を確信していなければならない。 

 

解説と注釈 

 

問 15-1：攻撃側プレーヤーがカットアウトのパスを試み

て、前方で、ボールトゥグラウンドとなった。防御側プ

レーヤーは、ボールが地面に着いた場所で素早くタップ

をしてプレーを続けた。 

答： 

a) レフリーはペナルティタップを与え、マークの地点

を示し、ボールを持っているプレーヤーを呼び戻し

て正しいマーク（ボールが投げられた地点）からタ

ップをさせる。 

b) レフリーがペナルティを与えマークの地点を示し
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ていたとすれば、間違った場所からタップが行われ

たとして、ボール保持権が交代する 

 競技規則8.2、競技規則15.2、プレーヤーに対する

注記A。 

 

問 15-2：ボールを持っているプレーヤーが、タッチされ

た後にパスをして、他の攻撃側プレーヤーの後ろで、ボ

ールトゥグラウンドになった。相手は素早くボールを拾

って、ボールが地面に着いた場所からタップを行った。 

答： 

a) レフリーはペナルティタップを与え、マークの地点

を示し、ボールを持っているプレーヤーを呼び戻し

て正しいマークからタップをさせる。 

b) レフリーがペナルティタップを与えマークの地点

を示していたとすれば、間違った場所からタップが

行われたとして、ボール保持権が交代する 

 競技規則 10.4、競技規則 15.2、プレーヤーに対す

る注記A。 

 

問 15-3：ペナルティタップの際、攻撃側プレーヤーがロ

ールボールのためにボールを転がし、足でボールに触れ

た。ボールを受け取ったプレーヤーが走ってタッチされ

た。 

答：タッチをカウントする。ボールが足でプレーされ

たとしても、ボールを受け取ったプレーヤーはハーフ

ではない。 

 

問 15-4：タップをしようとするプレーヤーが、実際にタ

ップをする前に、防御側プレーヤーを前に出させようと

して、ボークをした（例えば、なかなかタップをしない）。

レフリーはどうすべきか？ 

答：こうした行為は、競技の精神に反するものではな

く、許される。しかしレフリーがタップするように指

示した後で、プレーヤーがそれを拒むようであれば、

ボール保持権を交代させてよい。 

 

問 15-5：攻撃側プレーヤーが、アタッキング・スコアラ

インから 2 メートルの場所でペナルティを受けた。ボー

ルを持ったプレーヤーは、その場所でクイックタップを

することができるか？あるいは、ボールは 5 メートルラ

インまで戻さなければならないか？ 

答：レフリーがマークを示したら、ボールをタップし

てよい。5メートルラインまで戻さなくてもよい。しか

し、レフリーがスコアライン上でマークを示した場合

（オフサイドのペナルティなど）、そのマークは競技区

域の境界線上になるため、ボールは 5 メートルライン

へ戻さなくてはならない． 

 競技規則 15.2、競技規則 11、プレーヤーに対する

注記C。 

問 15-6：攻撃側チームに、アタッキング・スコアライン

から 0.5 メートルの場所でペナルティタップが与えられ

た（防御側プレーヤーが必要以上の力でタッチした）。ペ

ナルティタップを得たプレーヤーが前方にタップしたと

ころ、ボールがスコアラインに到達し、このプレーヤー

がボールの上に手を置いてタッチダウンを主張した。こ

のプレーヤーがタッチされていないとして、このタッチ

ダウンは合法か？ 

答：第 1 に、ハードタッチの際のボールを持っている

プレーヤーの位置（例えばアタッキング・スコアライ

ンから0.5メートル）によって、ペナルティのマークが

決まる。こうした状況で、マークを 5 メートルライン

まで下げるよう求める競技規則はなく、タップは正し

いマークで行われた（競技規則15.2）。第2に、1メー

トルを超えなければタップはどの方向に行ってもよく、

このケースでは 0.5 メートルなので競技規則への違反

はない（競技規則 6.3）。第 3 に、タッチダウンを得る

ためには、スコアラインの上またはそれを越えた地面

の上にボールが置かれればよいだけである。ボールを

スコアラインまで、もしくはそれを越えて持ち運ぶ必

要はない（競技規則 4.5）。したがって、この場合、タ

ッチダウンは成立する。 

 

問 15-7：防御側チームに、アタッキング・スコアライン

から 0.5 メートルの場所でペナルティタップが与えられ

た（スコアラインから0.5メートルの場所でフォワードパ

ス）。ペナルティタップを得たプレーヤーが前方にタップ

したところ、ボールがスコアラインに到達し、このプレ

ーヤーがボールの上に手を置いてタッチダウンを主張し

た。タップをしてから、スコアラインに到達したボール

の上に手を置くまでの間に、このプレーヤーがタッチさ

れた。タッチダウンは与えられるか？ 

答：ペナルティタップを得たプレーヤーは、タップを

したならテクニカルにはボールを持っていると見なさ

れ、スコアライン上のボールに手を置く前のタッチは

成立する。したがって、タッチダウンは与えられない。 

 

問 15-8：オフサイドの防御側プレーヤーが、スコアライ

ンの近くで、レフリーからオフサイドの警告を受けた。

スコアラインが広く開いていたので、この警告を知りな

がら、防御側プレーヤーが、オフサイドの位置のまま、

攻撃側プレーヤーの手中にあるボールをはたき落とし

た。レフリーはどうすべきか？ 

答：この防御側プレーヤーにペナルティを科すか、退

場させることができる。しかし、このプレーヤーがオ

フサイドであると警告され、スコアラインが広く開い

ていたなら、ペナルティタッチダウンを与え、違反を

犯したプレーヤーに対するさらなる処置を考えるのが

よりよい。 
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 競技規則15.6。 

 

問 15-9：レフリーがマークを示す前にクイックタップを

行ったらどうなるか？ 

答：良いレフリーは、2 つのオプションだけを考える。

タップは、マークの上または後方だったか？もしそう

ならプレーオンであり、そうでないならボール保持権

の交代である 

 競技規則15.3。 

※注意：レフリーが杓子定規にプレーヤーを待たせる

ならば、ゲームは損なわれ、レフリー監督者はこれを

やめさせるべきである。同じ事は、「隣の草の葉」の上

でタップをやり直すようボールを戻させるような判断

にも当てはまる。競技規則に従えば、マーク以外の場

所での間違ったタップは、ボール保持権の交代である。 
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競技規則16－アドバンテージ 

 

1. 違反を犯していないチームに対するアドバンテー

ジは、原則として、その場で何らかの明白なアドバ

ンテージがある限り、いかなる時も適用される。ア

ドバンテージを与えられたチームは、本競技規則で

記述されている他の行動をする権利を必ずしも失

うわけではない。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) プレーヤーはいかなる時も競技規則にしたがって

プレーし、レフリーが行うアドバンテージの判断を

受け入れるべきである。 

B) 不要な暴力を用いたり、アンフェアな行動をとるこ

とによって、他のプレーヤーがアドバンテージを得

られないようにしたプレーヤーは、ペナルティを科

される。 

 

解説と注釈 

 

問 16-1：レフリーがタッチダウンを与えた。サイドレフ

リーが、得点された側のプレーヤー（の不行跡）を報告

し、レフリーは懲罰に値すると判断してこのプレーヤー

を退場させた。ゲームはどのように再開されるのか。 

答：タッチダウンが与えられた（プレーヤーが退場と

なった）ので、ゲームはハーフウェイの中心のマーク

から、得点されたチームのタップで再開される。 

 

問 16-2：レフリーが防御側チームにオフサイドの警告を

与えるとして、アドバンテージが得られたかどうかは、

どのようにして決定されるのか。 

答：一般的に、攻撃側チームが防御側の5ｍライン（ロ

ールボールの場合）または10mライン（タップの場合）

を超えた時点でアドバンテージが得られたとみなされ

る。 

 

問16-3：攻撃側チームが防御ラインを超えた後で、（落球、

フォワードパスなどにより）そのアドバンテージが失わ

れた場合、レフリーは反則を犯したプレーヤーにペナル

ティを科すことができるか。 

答：できない！アドバンテージ・ラインに到達したな

らば、レフリーはプレーを継続しなければならない。 
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競技規則17－規律とプレーヤーの不法行為 

 

1. 「一般的規定」：競技規則に違反したプレーヤーは、

違反の重大性に応じてペナルティその他の適切な

処分を受ける。ペナルティは適用される競技規則に

したがって科せられる。 

2. 「常習的な違反行為」：継続的に競技規則を破るプ

レーヤーは、退場処分を受ける。チーム・キャプテ

ンは、各チームのプレーヤーの品行に対する責任を

有し、規律を守れないプレーヤーは競技の精神を損

なうことをよく認識すべきである。 

3. 「退場」：以下の場合、プレーヤーは退場させられ

る。 

a) 一時的な退場：繰り返し違反行為を行うか、ペ

ナルティ以上の処分を要する違反を犯したため

に退場させられたプレーヤーは、競技区域から

退出し、自チームのアタッキング・スコアライ

ンから 5 メートル以上離れて、中ほどの位置に

いなければならない。退場させられたプレーヤ

ーに対する交代はできない。 

b) ゲームが終わるまでの退場（単に「退場」とい

う）：「一時的な退場」を受けた後で、あるいは、

悪質な不法行為または危険な行為によって退場

させられたプレーヤーは、それ以後ゲームに参

加することはできず、サイドラインから10メー

トル以上離れたところに移動しなければならな

い。退場させられたプレーヤーに対する交代は

できず、当該プレーヤーは自動的に 2 ゲームの

出場停止となり、FIT の司法委員会が必要と判

断した場合には、さらなる罰を受けることもあ

る。 

4. 「競技役員への暴行」：競技役員、レフリー、サイ

ドレフリーへの打撃及び/または暴行を犯したプレ

ーヤーは、生涯にわたり、タッチ競技をプレーする

資格を失う。 

5. 「懲罰報告書」：競技役員は、退場その他FIT の統

治規則にしたがって報告を要する事項についての

報告を提出する必要がある。 

6. 「不法行為」：不法行為を犯したプレーヤーは処罰

され、ゲームから追放される。不法行為には以下の

ものが含まれる。 

＊ 継続的に規則違反を犯すこと 

＊ 罵声をあびせること 

＊ レフリーその他の競技役員の悪口をいうこと 

＊ スポーツにふさわしくない振る舞い 

＊ けんか 

＊ 力づくでタッチをすること 

＊ 相手の頭をたたくこと 

＊ 足をひっかけること 

＊ その他競技の精神に反すること 

プレーヤーに対する注記 

 

A) 一時的に退場させられたプレーヤーは、レフリーか

ら呼ばれるまでアタッキング・ラインの中央にいな

ければならない。ハーフタイムにチームメイトに合

流することはできる。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーのみが、退場させられたプレーヤーの退場

時間を判断する。 

B) レフリーは、チームキャプテンに対し、退場の理由

について説明する必要がある。 

C) レフリーは、退場処分にしたプレーヤーについての

報告を提出しなければならない。 

D) レフリーは、キャプテンに対し、違反を犯すプレー

ヤーをゲームが終わるまで交代させるよう示唆し

てもよい。さもなければ、そのプレーヤーが退場さ

せられ、チームはプレーヤーの人数を減らされる可

能性がある。 

 

運営者に対する注記 

 

A) FITに与えられた合法的な権限に加え、本競技規則

は以下の権限をFITに付与する。 

i) 一般委員会及び/または理事会が付随的な規則や

規制を制定する権限 

ii) 様々な行為について取り調べ、措置する権限 

iii) 司法委員会に与えられる権限 

iv) 競技の発展及び/または参加者の安全のため、大

会規則を変更する権限 

B) 不法行為を犯したコーチまたは競技役員は、適切な

競技役員に報告され、懲罰を科される。 

 

解説と注釈 

 

問17-1：競技規則17.3 b)において、2ゲームの出場停止

とは、すべてのタッチ競技団体主催のゲームが対象とな

るのか。 

答：2ゲームとは、プレーヤーが所属するチームが、出

場停止を受けたクラスで 2 ゲームを終了するまでの期

間をいう。不戦勝は数えない。この命令は、当該プレ

ーヤーをFIT傘下団体主催またはATA主催のいかなる

大会においても出場不適格とする。 

 

問 17-2：あるプレーヤーが、月曜の夜にメンズ・オープ

ン、火曜日の夜にミックスド・オープン、水曜の夜にオ

ーバー30 でプレーするとする。彼は月曜の夜のゲームで

退場させられ 2 ゲームの出場停止となった。彼のメンズ
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チームは翌週不戦勝である。彼はいつゲームに出場でき

るのか？ 

答：このプレーヤーは、第1週の残りのゲーム、2週目・

3週目のすべてのゲーム、4週目のメンズのゲームに出

場することができない。通常、出場停止となったプレ

ーヤーの所属するチームが 2 ゲームを終了するには 2

週間必要である。そのチームが準決勝に進出できず、

かつ、このプレーヤーが（チームとしての）大会最後

のゲームには出場できなかった場合、彼は 2 ゲーム目

（例えば決勝や最終戦）の終了後から出場できる（そ

のチームが準決勝も次のゲームも勝った場合と同様）。 

 

問 17-3：プレーヤーは、自動的に 2 ゲーム出場停止にな

ることに対する不服を申し立てられるか。 

答：できる。競技団体の憲章がとくに否定しているの

でない限り、競技団体の理事会に対し、自動的に 2 ゲ

ーム出場停止になることに対する不服を申し立てられ

る。 

 

問 17-4：インターセプトしたプレーヤーがフィールドを

走って、スコアラインから 1m の場所に留まり、防御側

プレーヤーの方を向いて、近くまでやって来るのを待っ

てからスコアラインの上または向こうにボールを置い

た。これは不法行為になるか。 

答：ならない。タッチダウンを与えてよい。 

 

問 17-5：防御側プレーヤーからボールを求められた攻撃

側プレーヤーが、つい、そのプレーヤーにボールをパス

してしまった。レフリーはどうすべきか。 

答：そうした状況は駆け引きではなく（競技の精神に

もとる）不法行為であり、ペナルティその他の措置を

科される。 

 競技規則17.6。 

 

問 17-6：攻撃側チームが、ファイブタッチの後に、偶然

を装って故意にサイドラインを越え出る長いパスを投

げ、チェンジオーバーを遅らせようと企んだ。レフリー

はどうすべきか。 

答：シックスタッチが成立するかボールが地面に落ち

るまで、チェンジオーバーにはならないので、チェン

ジオーバーを規定する競技規則は適用できない。もし

レフリーがゲーム中にこうした傾向を見て取った場合

には、当該チームに対して、その行為は不法行為とみ

なされ、ペナルティその他の措置を科されるかもしれ

ないと警告した方がよい。 

 

問 17-7：あるプレーヤーが一時退場させられた。アタッ

キング・スコアラインの後ろに立っている間、このプレ

ーヤーが自チームのプレーヤーを励ましたり指示を出す

など叫んでいる。こうした行為は許されるか。 

答：相手チームに何の妨害にもならないならば、この

プレーヤーは、その場所から、自チームのプレーヤー

を励ましたり指示を出してよい。フィールドから締め

出され、ゲームに参加できないというだけで、（退場の

場合とは対照的に）十分な罰である。 

 競技規則17、プレーヤーに対する注記A。 
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競技規則18－レフリー、サイドレフリー、タ

ッチダウン・ゾーン競技員 

 

1. 「任命の方法」：FIT が認めるすべての国際ゲーム

において、すべてのレフリー、サイドレフリー、タ

ッチダウン・ゾーン競技員の任命は、技術パネルの

助言を得てFIT理事が行う。 

2. 「レフリー」：レフリーは、事実を判断する唯一の

判定者であり、プレー中、競技規則に則って判定を

下す必要がある。レフリーは、ゲームをコントロー

ルするために必要な制裁、特に規則違反に対するペ

ナルティを科してよい。 

3. 「レフリーの権限」：プレーヤー、コーチ、両チー

ムの役員は、担当レフリーの管理下におかれる。 

4. 「管理の及ぶ区域」：レフリーの管理下に置かれる

区域は、競技区域の境界から、ゲームのために交代

プレーヤー及びチーム役員が入る区域までに及ぶ。 

5. 「サイドレフリー、タッチダウン･ゾーン競技員」：

サイドレフリーとタッチダウン・ゾーン競技員は、

サイドライン、スコアライン、タッチダウン・ゾー

ンラインに関連するレフリーの任務、及びレフリー

が確信をもてない事項について補助するために任

命される。これらの役職の通常の職務は、ペナルテ

ィ時のタップから 10 メートルの距離を示すこと、

交代を管理すること、レフリーに見えないプレーな

どについて、競技区域内のレフリーに求められた場

合に助言することが含まれる。 

 

プレーヤーに対する注記 

 

A) チーム・キャプテンは、ルール解釈の相違やペナル

ティの原因について、レフリーに礼儀正しく問うこ

とができる。議論は簡潔かつ礼儀正しくあらねばな

らず、プレーを遅延させてはならない。他のメンバ

ーはレフリーに話しかけてはならない。 

 

レフリーに対する注記 

 

A) レフリーは、ゲームの開始に先立って、グラウンド、

ライン等の表示、役員についてよく把握しなければ

ならない。 

B) レフリーは、サイドレフリー及び/またはタッチダウ

ン・ゾーン競技員に対し、決定を下す前に相談して

もよい。 

 

解説と注釈 

 

問 18-1：ペナルティが科され、コーチ（及び／またはプ

レーヤー、もしくはサイドラインにいる他のチーム・オ

フィシャル）がレフリーに対し暴言その他冒涜的な言葉

を叫んだ。レフリーはどんなオプションをとるか。 

答：レフリーは、元のペナルティのマークのさらに10m

前方でペナルティを科した上で、次のような措置をと

ってよい。 

a) ゲームを中断して、当該人に警告を与える。 

b) ゲームを中断して、当該人を競技区域外に退出

させる。 

c) 当該人の代わりにプレーヤー1 人を一時退場ま

たは退場にする。 

d) 上記のどれかまたはすべての組み合わせの処分

を科す。 

e) 競技団体に、当該プレーヤー／オフィシャルを

報告する。 

 

問 18-2：レフリーがタッチダウンまたはペナルティタッ

プを与えたあとで、間違いに気づいた。レフリーは決定

を覆し、タッチダウンやペナルティを取り消すことがで

きるか。 

答：レフリーは、間違った判定を下したと自ら考える

なら判断を変えることができるし、実際、両チームに

とっての公平性を考慮して、間違った決定を覆すべき

である。競技規則では、レフリーが判断を変えること

を妨げることを排除していない（競技規則18.1）。ただ

し、レフリーがゲーム時間終了を告げた後は、いかな

る決定の取消も、主催競技団体の運営上の問題となる。 

 

問 18-3：競技区域内に負傷したプレーヤーがおり、レフ

リーはこれに気づいたものの、競技はそのプレーヤーが

横たわる場所から遠い場所で進行しているため、競技は

続行された。このゲームはあと残り数分で、一方のチー

ムが 3 対 2 でリードしている。ボール保持権の交替時、

リードしているチームが、故意に負傷したプレーヤーの

横たわる地域に走り込んだ。負けているチームにとって

は、引き分けに持ち込めば決勝に進めるという重大なゲ

ーム。レフリーはどうすべきか。 

答：レフリーの第1の責任はプレーヤーの安全にあり、

仮にプレーが負傷したプレーヤーの方向に進行しなか

ったとしても、レフリーはゲームを止めるべきだった。

負けているチームからのいかなる抗議も、レフリーで

はなく、主催競技団体の取り扱うべき問題である。 

 

問 18-4：レフリーがゲーム時間残り 2 分の時点でプレー

ヤーを退出させた。サイレンが鳴り、このプレーヤーを

競技区域に呼び戻すことなく、レフリーがゲーム終了の

笛を吹いた。翌週、同じチーム同士が準決勝で対戦し、

一方のチームが、退場させられたプレーヤーは自動的に2

週間ゲーム出場停止であると抗議して、競技区域に入る

ことを拒んだ。 
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答：どんなときでも、レフリーが唯一の事実の判定者

である。レフリーの行為がプレーヤーの権利を害する

ようなどんな状況でも、決定を下した際のレフリーの

意図が常に考慮されなければならない。このケースで

は、もしレフリーが一時退場を科したのなら、このプ

レーヤーは準決勝に出場できる。もし退出させた時の

意図が退場であれば、このプレーヤーは自動的に 2 週

間の出場停止となる。 

 競技規則18.1、18.2。 

 

問 18-5：レフリーがタッチダウンを与え、サイドレフリ

ーからは反則行為の報告もなかった。ゲームはそのまま

継続し、ハーフタイムに、得点されたチームが、得点し

たのはハーフだったと抗議した。これはサイドレフリー

によっても確認されたが、彼は（どんな理由かに関わら

ず）、その時点で、主審の注意をそこに向けようとしなか

った。問18-2に即して考えれば、レフリーは判定を変え

ることができる。 

答：できない。一旦ゲームが再開されたなら、レフリ

ーが判定を変えるという選択肢はもはやない。これは、

問題の出来事の直後に、ゲームの再開ができたかもし

れないのにハーフタイムまたはゲーム終了が告げられ

たとしても、同様である。 

 

 

 


